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晴
れ
上
が
る
、天
空
の
花
園

立ち込めた霧が晴れ上がると、そこに現れる天空の花園。
今年もくじゅう連山・平治岳山頂に、竹田の市花「ミヤ
マキリシマ」が咲き誇ります。一面ピンク色に染まる光
景を楽しみに、県内外から多くの登山者が訪れます。
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竹田温泉群（長湯温泉、久住高原温泉郷、竹田・荻温泉）

「国民保養温泉地」に指定！
授
け
ら
れ
る
力
を
国
民
の
皆
様
に

「
国
民
保
養
温
泉
地
」指
定
式

　

５
月
21
日
、
環
境
省
副
大
臣
室

に
て
「
国
民
保
養
温
泉
地
」
の
指
定

式
が
行
わ
れ
、
北
村
茂
男
環
境
副
大

臣
か
ら
「
芦
之
湯
温
泉
」（
箱
根
町
）

と
「
竹
田
温
泉
群
」（
竹
田
市
）
に

指
定
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
村
副
大
臣
は
「
極
め
て
泉
質
の

良
い
素
晴
ら
し
い
温
泉
地
で
あ
る
た

め
、
今
回
の
指
定
を
弾
み
に
、
多
く

の
国
民
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
温
泉
地
に
な
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
」
と
挨
拶

を
述
べ
ま
し
た
。

　

首
藤
市
長
は
「
国
民
保
養
温
泉
地

の
指
定
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
非

常
に
意
義
が
あ
る
。
温
泉
に
よ
っ
て

授
け
ら
れ
る
全
て
の
力
を
国
民
の
皆

様
に
し
っ
か
り
味
わ
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。

　
環
境
省
は
温
泉
法
に
基
づ
き
「
国
民

保
養
温
泉
地
長
湯
温
泉
」
の
地
域
及

び
名
称
を
「
竹
田
温
泉
群
（
長
湯
温
泉
、

久
住
高
原
温
泉
郷
、
竹
田
・
荻
温
泉
）」 

に
変
更
し
た
こ
と
を
平
成
27
年
５
月
１

日
付
で
官
報
に
公
示
し
ま
し
た
。

 　
こ
れ
ま
で
「
長
湯
温
泉
」
の
み
が
昭

和
53
年
に
国
民
保
養
温
泉
地
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、 

昨
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
再
指
定
事
業
に
よ
っ
て
、
市

内
全
地
域
（
竹
田
、
荻
、
久
住
、
直
入
）

の
指
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
環
境
省
の
発
表
を
受
け
て
、
首
藤
勝

次
市
長
は
「
予
防
医
療
や
健
康
づ
く
り

に
向
け
て
、
温
泉
療
養
に
積
極
的
な
推

進
を
し
て
い
る
竹
田
市
に
と
っ
て
、
今

回
の
指
定
は
大
き
な
後
押
し
に
な
る
。 

本
市
の
行
っ
て
い
る
全
国
初
の
温
泉
療

養
保
健
シ
ス
テ
ム
が
、
先
導
的
な
事
例

と
し
て
国
に
認
め
ら
れ
た
と
い
う
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
今
後
は
シ
ス
テ
ム
を
よ

り
充
実
し
、全
国
に
誇
れ
る
よ
う
な〝
国

民
保
養
温
泉
地
〟
と
し
て
の
魅
力
を
確

立
し
て
い
き
た
い
」
と
、
期
待
を
述
べ

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
環
境
省
か
ら「
温
泉
療
養
保
健
」に
力
強
い
後
押
し
！

↑山口昇士箱根町長、北村茂男環境省副大臣、     
　首藤市長（写真左から）
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人口のうごき
　　　　　　　　　　　（前月比）
人　口　23,546　 人（－ 24 人）
男　性　10,977　 人（－　2 人）
女　性　12,569　 人（－ 22 人）
世帯数　10,559 世帯（＋32 世帯）
　　　住民基本台帳登録人数
（平成 27年 5月 1日現在）
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広報

6月号

目　　　　次
TAKETA Public Relations

国民保養温泉地とは…
　国民保養温泉地とは、温泉の公共的利用増進を目的に、温泉利用の効果が十分
期待され、さらに健全な保養地として活用される温泉地を「温泉法」に基づいて
国が指定する温泉地のことです。昭和 29 年から現在まで全国 91 か所が指定され
ています。
　平成 24 年にその指定基準が改定され、単に温泉そのものの評価だけでなく、
自然環境、町なみ、歴史、風土、文化など将来的な地域づくりにつながる観点か
らも保養地として適正かどうかが求められるようになりました。
　そこで竹田市は、昭和 53 年に国民保養温泉地となった「長湯温泉」の取り組
みをこの度、「竹田温泉群」として市内全地域に拡大しました。
　これからは、国民保養温泉地のモデルとなり、温泉地を活かしたまちづくりを
全国的に牽引できる自治体を目指します。

「竹田温泉群」について
　竹田市には日本有数の炭酸泉を有する長湯温泉、泉質や効能が豊富で広大なロ
ケーションを誇る久住高原温泉郷、岡藩七万石の城下町エリアや農村地域に温泉
を有する竹田・荻温泉。それらを総して「竹田温泉群」と呼びます。歴史の長さ
や泉質は異なりますが、地域住民の健康福祉増進のための大きな役割を果たして
います。

竹田温泉群分布図　　　　

全国の皆さん
にも楽しんで
もらおうえ！
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↑まちづくりのシナリオに未来がある！竹田地区の町並み

都市計画

　
こ
の
度「
第
10
回
ま
ち
交
大
賞（
主

催
・
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
流
協
議
会
、

一
般
財
団
法
人
都
市
み
ら
い
推
進
機

構
／
後
援
・
国
土
交
通
省
）
の
審
査

が
行
わ
れ
、「
竹
田
地
区
都
市
再
生

整
備
計
画
（
平
成
26
年
度
～
平
成

30
年
度
）」
の
「
ま
ち
づ
く
り
シ
ナ

リ
オ
賞
」
受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の「
ま
ち
づ
く
り
シ
ナ
リ
オ
賞
」

は
、
文
化
会
館
復
興
整
備
、
図
書
館

建
設
、
無
電
柱
化
事
業
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
竹
田
地
区
都
市
再
生
整
備
計

画
の
テ
ー
マ
設
定
、
ま
ち
づ
く
り
の

ア
イ
デ
ィ
ア
、
計
画
策
定
の
プ
ロ
セ

ス
の
中
で
特
徴
的
で
、
優
秀
な
計
画

で
あ
る
た
め
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、

今
後
、
竹
田
市
が
地
域
の
創
意
工
夫

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
受
賞
地
区

の
事
例
と
し
て
全
国
的
に
幅
広
く
紹

介
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

竹
田
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

は
、
城
下
町
の
町
割
を
活
か
し
た
城

下
町
再
生
を
実
践
す
る
も
の
で
す
。

竹
田
市
の
重
厚
な
歴
史
文
化
を
基
調

と
し
た
「
歴
史
的
風
致
と
街
な
み
景

観
の
保
全
・
活
用
に
よ
る
魅
力
あ
ふ

れ
る
城
下
町
再
生
ま
ち
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
城
下

町
の
定
住
促
進
や
中
心
市
街
地
を
含

む
竹
田
地
区
の
観
光
交
流
に
よ
る
賑

わ
い
創
出
を
誘
導
し
、
城
下
町
再
生

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
も
の

で
す
。

　

竹
田
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
策

定
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
平

成
21
年
に
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ

た
都
市
計
画
道
路
を
廃
止
す
る
提
案

に
よ
り
、
大
き
く
進
展
し
た
「
城
下

町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
市

民
の
皆
様
と
中
心
市
街
地
の
活
性
化

案
を
検
討
し
、
城
下
町
に
残
さ
れ
た

景
観
を
残
し
な
が
ら
整
備
を
す
る
手

法
に
つ
い
て
な
ど
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
竹
田
市
独
自

の
「
竹
田
市
都
市
再
生
ま
ち
づ
く
り

基
本
計
画
」
や
竹
田
地
区
都
市
再
生

整
備
計
画
及
び
歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
、
さ
ら
に
は
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
（
平
成
27
年
策
定
予

定
）
を
策
定
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
た
城
下
町
再
生
を
「
構
想
」
か
ら

「
実
現
」
へ
と
繋
げ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
都
市
計
画
道
路
が
廃
止
と

な
り
、
建
築
制
限
が
解
除
さ
れ
た
本

町
通
な
ど
の
隣
接
す
る
建
物
で
は
、

国
と
市
の
補
助
事
業
（
修
景
補
助
）

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
こ

の
補
助
制
度
を
利
用
し
た
下
本
町
地

区
が
修
景
完
了
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
竹
田
市
の
個
性
を
活

か
し
た
前
向
き
な
ま
ち
づ
く
り
の
計

画
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
国

土
交
通
省
か
ら
の
重
点
的
な
支
援
を

受
け
ら
れ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。
城

下
町
再
生
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後

も
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
竹
田
城
下
町
再
生
に
追
い
風
が
吹
く

「
竹
田
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
」が

　
　
「
ま
ち
づ
く
り
シ
ナ
リ
オ
賞
」受
賞
！

第
10
回

ま
ち
交
大
賞

県内初！ 

　　　　　　　下本町修景完了・まちづくりシナリオ賞受賞記念

　下本町地区では地域の皆さんが自ら「まちづくり協定」
を結び、竹田市から重点地区の指定を受け、平成 22 年か
ら城下町らしい景観作りに取り組んできました。
　今回、修景事業が終了したことを記念して、修景した
街なみを市民の皆さんに楽しんでもらう「下本町の街な
み景観を楽しむフェスタ」を開催します。
　当日は車輌を通行止めにして安全に見学できるととも
に記念の手作りイベントが行われます。この機会にぜひ
下本町地区の街なみ景観をご覧になってください。

　日　時　　６月７日㈰　10：00 ～ 15：00
　会　場　　竹田市下本町地区　
　内　容　　式　典　（10：00 ～ 10：45）
　　　　　　イベント　（式典終了後～ 15：00）
　　　　　　・ミニコンサート・バザー・餅つき・アート ･ 工芸作品の展示・スケッ
　　　　　　チ会（お子さまの参加者には駄菓子をプレゼント）・竹田 100 円ちゃん
　　　　　　ぽん販売・わくわくスタンプカード会抽選会・修景事業写真展・城下町
　　　　　　再生リレートークほか
　〔主催〕　下本町通り会／共催・竹田市
　●お問い合せ　竹田市建設課　都市計画係（担当 ･ 工藤 ･ 井手）☎ 63-1111（内線 250）

6/7●㊐
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登山バスルート

入山公廟（中川家墓所）
標高1400㍍付近

大船山

池窪

パルクラブ

6/1㈪ 大船山「観光登山バス」が運行開始！
　初夏から紅葉シーズンに牧野道を利用して、初
心者でもくじゅう連山を気軽に楽しむことができ
るサービスとして、登山バス（ワンボックス）の
運行を計画しています。
　標高 1400㍍付近にある「中川久清公の墓所（入
山公廟）」を散策でき、ミヤマキリシマでピンク
の絨毯になる「大船山」に 1 時間 40 分で登頂す
ることができます。

大船山・入山公廟登山バス
■運行日…平成 27 年６月１日㈪～ 11 月末
　事前予約制（３日前の午後５時まで）
■運行ルート…パルクラブ ～ フラワーズバ
　レー ～ 板切牧野道 ～ 池窪
■運行時間　パルクラブ発　　池窪発
　　　　　　 ① 7：30　　　　① 13：00
　　　　　　 ② 8：30　　　　② 14：00
　　　　　　 ③ 9：30　　　　③ 15：00
■乗車料金…無　料
※なお、大雨警報や雷注意報など、悪天候の際には
　運休することもございます。
※出発地点のパルクラブに専用駐車場（有料）をご
　用意しています。

●ご予約・お問い合せ　竹田市観光ツーリズ
　ム協会久住支部　☎ 0974-76-1610

い
よ
い
よ
放
た
れ
る
！
オ
カ
ノ
ミ
ク
ス
第
２
の
矢

岡
城
跡
登
城
バ
ス　
　
運
行
開
始

７／
１
㈬

　

岡
城
跡
は
、
登
城
に
際
し
て
駐
車

場
か
ら
徒
歩
で
片
道
20
分
程
度
を

要
し
ま
す
。
加
え
て
、
山
城
で
階
段

等
の
存
在
し
な
い
急
勾
配
の
斜
面
も

あ
る
た
め
、
登
る
こ
と
が
困
難
な
方

も
い
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
登
城
用
の
車
を

運
行
し
て
、
体
の
不
自
由
な
方
や
高

齢
者
等
、
登
城
が
不
可
能
で
あ
っ
た

方
を
本
丸
付
近
ま
で
移
送
す
る
「
登

城
バ
ス
」
の
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

（
本
来
は
、徒
歩
で
登
る
こ
と
で
「
高

さ
」、「
広
が
り
」
等
が
体
感
で
き
る

場
所
で
す
の
で
、
こ
の
バ
ス
の
利
用

対
象
者
は
、
身
体
的
に
登
城
が
困
難

な
方
を
原
則
と
し
ま
す
）

　
コ
ー
ス
は
、
駐
車
場
か
ら
本
丸
東

側
の
東
中
仕
切
り
ま
で

の
往
復
で
、
運
行
は
、

春
・
秋
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
等
は
毎
日
、
そ
れ
以

外
は
土
・
日
・
祝
祭
日

の
午
前
10
時
か
ら
午
後

５
時
迄
、
40
分
間
隔
を

目
安
に
発
車
し
ま
す
。

　

運
行
日
に
つ
い
て
は

自
家
用
車
・
タ
ク
シ
ー

の
乗
り
入
れ
は
原
則
禁

止
と
し
ま
す
。

★
岡
城
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す

　

登
城
バ
ス
の
運
行
に
あ
わ
せ
、
７

月
１
日
か
ら
大
手
門
下
石
垣
の
本

格
的
な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま

す
。
幽
玄
な
大
手
門
の
石
垣
が
竹
田

の
夜
に
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

　

国
道
５
０
２
号
線
の
新
ぬ
め
り
ぜ

橋
付
近
や
大
手
門
下
付
近
か
ら
の
眺

め
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
点
灯
時
間

は
、
日
没
か
ら
午
後
９
時
迄
で
す
。

　

な
お
、
岡
城
跡
登
城
は
、
原
則
午

後
５
時
迄
で
す
。
夜
間
に
登
城
さ
れ

る
と
危
険
な
場
所
が
多
く
あ
り
ま
す

の
で
十
分
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　
☎
63-

４
８
１
８

【発着時刻】
駐車場

本丸下東中仕切
駐車場

着 発
10：00 10：10 10：20 10：30
10：40 10：50 11：00 11：10
11：20 11：30 11：40 11：50
12：30 12：40 12：50 13：00
13：10 13：20 13：30 13：40
13：50 14：00 14：10 14：20
14：30 14：40 14：50 15：00
15：10 15：20 15：30 15：40
15：50 16：00 16：10 16：20
16：30 16：40 16：50 17：00

日本一の高いところに眠る殿様に逢いに行く



広報たけた 平成 27 年6 月号 6

　

来
月
７
月
１
日
か
ら
９
月
31
日
ま

で
の
３
か
月
間
、
い
よ
い
よ
「
お
ん

せ
ん
県
お
お
い
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
こ
れ
は
、Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社（
Ｊ

Ｒ
九
州
、
西
日
本
、
東
海
、
東
日
本

な
ど
）
を
中
心
に
、
関
係
団
体
や
旅

行
会
社
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、日
本
旅
行
な
ど
）

が
共
同
で
行
う
「
国
内
最
大
級
の
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
こ
と
を
総
称

し
て
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

Destination

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン

（
目
的
地
・
行
き
先
）
とCam

paign

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
宣
伝
戦
）
の
合
成

語
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を
取
っ

て
「
Ｄ
Ｃ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
に
合
わ
せ
て
、
大
分
県

を
訪
れ
る
お
客
様
に
ご
満
足
を
頂
く

た
め
、
竹
田
市
で
は
、
官
民
一
体
で

Ｄ
Ｃ
特
別
企
画
を
準
備
し
、
観
光
誘

客
を
促
進
し
ま
す
。

竹
田
の
魅
力
を
全
力
発
信
！

　

６
月
１
日
か
ら
、
中
川
三
代
藩

主
・
久
清
公
が
愛
し
て
止
ま
な
か
っ

た
「
大
船
山
」、
そ
し
て
遺
言
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ
た
「
入
山
公
廟
」
な

ど
、
く
じ
ゅ
う
連
山
の
南
側
登
山
ル

ー
ト
の
魅
力
を
再
発
信
し
、
初
心
者

で
あ
っ
て
も
気
軽
に
登
山
が
楽
し
め

る
「
大
船
山
・
入
山
公
廟
登
山
バ
ス
」

（
※
）
が
運
行
を
開
始
し
ま
す
。
車

窓
か
ら
の
景
色
は
格
別
で
、
阿
蘇
五

岳
、
祖
母
山
、
傾
山
の
稜
線
と
高
原

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

く
じ
ゅ
う
連
山
で
は
、
ミ
ヤ
マ
キ

リ
シ
マ
が
咲
き
誇
り
、
新
緑
眩
し
い

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
運
行

を
機
に
、
く
じ
ゅ
う
連
山
南
側
の
魅

力
の
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岡
城
跡
で
は
駐
車
場
と
本

丸
の
近
く
の
東
中
仕
切
ま
で
を
結
ぶ

「
岡
城
登
城
バ
ス
」（
※
）
を
Ｄ
Ｃ
期

間
中
の
土
・
日
・
祝
日
、
40
分
間

隔
で
ピ
ス
ト
ン
運
行
し
ま
す
。
併
せ

て
、
新
た
な
夏
の
夜
の
楽
し
み
方
と

し
て
、
岡
城
大
手
門
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
も
行
い
、
岡
城
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
し
て
参
り
ま
す
。
岡
城
と
城
下

町
を
循
環
す
る「
城
下
町
周
遊
バ
ス
」

も
連
結
し
て
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
と
岡

城
跡
駐
車
場
を
結
び
ま
す
。

　

久
住
高
原
・
長
湯
温
泉
で
は
、
Ｊ

Ｒ
大
分
駅
発
着
の
周
遊
観
光
ツ
ア
ー

バ
ス
を
期
間
中
の
土
日
祝
日
に
運
行

し
、
夏
の
高
原
の
魅
力
と
温
泉
力
の

凄
さ
を
発
信
し
ま
す
。

　

特
に
５
月
１
日
に
、
環
境
省
か
ら

国
民
保
養
温
泉
地
の
全
市
エ
リ
ア
で

の
指
定
を
受
け
、
平
成
23
年
度
か
ら

日
本
初
の
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し

て
実
施
し
て
い
る
温
泉
療
養
保
健
制

度
を
核
と
し
た
「
竹
田
式
湯
治
」
の

推
進
の
集
大
成
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
旅
行
会
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
博
覧
会
形
式
の
体
験
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。

　
「
温
泉
」
の
入
浴
や
飲
泉
に
よ
り
、

自
ら
の
自
然
治
癒
力
を
高
め
、
雄

大
な
自
然
を
活
用
し
た
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
や
散
策
、
内
面
を
磨
く
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
訪
れ
た
皆
様
に
ご
提
供

し
、
竹
田
市
の
国
民
保
養
温
泉
地
と

し
て
の
価
値
を
知
っ
て
頂
く
「
き
っ

か
け
」に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
の
ア
ク
ア
レ
ジ
ャ
ー
と

し
て
、
長
湯
ダ
ム
湖
に
「
ケ
ー
ブ
ル

ウ
ェ
ー
ク
ボ
ー
ド
施
設
」
を
建
設
中

で
、
今
ま
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
難

か
っ
た
若
い
世
代
の
流
入
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
は
７
月
１
日
で

す
。現
在
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
追

加
種
目
の
立
候
補
の
効
果
も
あ
り
、

↑阿蘇五岳や祖母山など、「登山バス」からの絶景

い
よ
い
よ
７
月
か
ら

お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た

Ｄ
Ｃ　
始
ま
り
ま
す
‼

デスティネーション
キャンペーン

↑大船山の中腹にある「入山公廟」

↑長湯温泉・ガニ湯

↑ケーブルウェイクボード施設を長湯ダム湖に建設中（今月末完成予定）

※大船山「観光登山バス」、岡城登城バスの詳細は、
　本紙５頁をご参照ください。
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おんせん県おおいた DC 始まります！

施
設
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、

活
動
的
な
若
い
世
代
が
ウ
ェ
イ
ク
ボ

ー
ド
を
入
口
に
、
周
遊
観
光
す
る
た

め
の
仕
組
み
づ
く
り
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
特
別
企
画
や
イ
ベ

ン
ト
は
、
６
月
中
旬
か
ら
全
国
の

１
４
０
０
駅
や
各
旅
行
会
社
の
店
頭

な
ど
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
配
布

さ
れ
、
全
国
の
皆
様
に
ご
紹
介
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
Ｔ

Ｖ
・
Ｃ
Ｍ
や
雑
誌
な
ど
で
紹
介
さ
れ

ま
す
。
宣
伝
広
告
費
で
換
算
す
る
と

お
よ
そ
25
億
円
規
模
で
、
竹
田
市
が

単
独
で
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
宣

伝
も
可
能
で
す
。

成
功
の
鍵
は「
お
も
て
な
し
」の
心

　

情
報
発
信
以
上
に
重
要
な
こ
と

は
、
お
客
様
を
ど
れ
だ
け
満
足
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
し
て
も

う
一
度
竹
田
市
を
訪
れ
て
頂
け
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｄ
Ｃ
が
あ
る
か

ら
で
は
な
く
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
き
っ
か
け
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
は
何
か
を
考
え
、
で
き
る
こ
と
か

ら
少
し
ず
つ
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
行
っ
た
こ
と
の
無
い
施

設
を
訪
問
し
、
食
事
を
楽
し
み
、
竹

田
市
を
も
っ
と
知
る
こ
と
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
家

の
前
で
観
光
客
の
方
が
道
に
迷
っ
て

困
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

丁
寧
に
道
を
教
え
て
頂
き
、
最
高
の

笑
顔
で
「
お
気
を
つ
け
て
。
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
対
応
す
る
だ
け
で

も
そ
の
方
に
と
っ
て
最
高
の
お
も
て

な
し
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
積
み

重
ね
が
、「
も
う
一
度
、
竹
田
市
に

行
っ
て
み
た
い
ね
ぇ
」
に
な
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
大
分
県
で
は
「
お
も
て
な

し
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
募
集
を
行
っ
て

今年はDC特別企画として14日間！
竹田市国際観光親善大使　「DRUM　TAO」

TAOの夏フェス2015
開催！

日時：平成 27 年 8 月 14 日㈮～ 30 日㈰
　　　※ 8/18、8/25 休演。8/28 日貸切
　　　一般販売は 14 日間となります。

《タイムスケジュール》
　　8：00開場　ワークショップ・屋台など～16：30まで随時開催
　14：30 ～ 15：40　赤兜LIVE（70分）
　17：00閉場

《チケット金額》大人 5,500 円・子ども 3,000 円
※竹田市民の皆様にはお得なチケットをご用意しております。
　竹田市民料金
　大人 4,500 円・子ども 2,500 円
　販売場所：竹田市企画情報課
　　　　　　竹田市観光ツーリズム協会
●お問い合せ
　竹田市観光ツーリズム協会
　☎ 0974-63-0585

おんせん県おおいたデスティネーションキャンペーン
http://www.onsenkenoita-dc.jp/

JR大分駅発着　長湯温泉・久住高原周遊観光ツアーバスが走ります！
【期間】７月11日㈯～９月23日㈷までの土日祝　予約制（※1日1本運行）

【周遊コース】
道の駅ながゆ温泉（8：15発）　⇒　JR大分駅（9：15着／9：30発）
⇒　長湯温泉（10：30着／10：40発）
　　　【選べる：御前湯・ラムネ温泉館・万象の湯】
⇒　久住高原（11：10着／12：40発）
　　　【選べる：久住ワイナリー・ココペリウエスタンライディング・くじゅう花公園】
⇒　くじゅう花公園（12：40発）　⇒　くじゅう水泉郷地ビール村（13：00着／13：30発）
⇒　ガンジー牧場（13：55着／14：35発）　⇒　長湯温泉（15：05発）　⇒　JR大分駅（16：05着予定）

【旅行代金】大人（中学生以上）2,500 円　小学生（６～ 12 才）1,300 円　小学生未満無料
　　　　　　※小学生未満で座席が必要な場合 1,300 円
　　　　　　ご利用日及び、その翌日どこで乗っても降りてもＯＫ！（予約の際にお知らせください。）
　　　　　　（2 日間有効）

【募集人員】25 名（1 名様から催行）
【そ の 他】旅行代金には、有料施設入場料・食事代は含まれません。
【予約・お問い合せ】竹田市観光ツーリズム協会　☎ 0974-63-0585　http://www.taketan.jp/

市民チケット

6/21●日
から販売

お
り
ま
す
。
職
場
や
家
庭
、
地
域
、

各
種
団
体
な
ど
で
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
は
決
し

て
難
し
い
こ
と
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
積
極
的
な
取
り
組
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
Ｄ
Ｃ
」
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
竹
田
市
商
工
観
光

課
（
☎
６
３-

４
８
０
７
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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企画情報

　
市
民
の
自
主
研
修
を
補
助
し
ま
す

「
実
践
型
ま
ち
づ
く
り

研
修
事
業
助
成
金
」

↑記者会見の席で作品を
解説するミヤケマイさん

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
及
び

年
度
内
に
他
市
町
村
か
ら
市
内
に
定

住
さ
れ
る
方
が
行
う
自
主
的
な
ま
ち

づ
く
り
実
践
の
た
め
の
研
修
に
対
し
、

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
助
成
金
を

交
付
し
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
や
振
興
策
に

　
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
市
内
の

　

賑
わ
い
創
出
、
活
性
化
に
資
す
る

　

も
の

○
市
内
で
の
起
業
や
地
域
お
こ
し
の

　

た
め
経
営
能
力
の
向
上
が
図
ら
れ

　

る
も
の

○
地
場
産
業
の
育
成
及
び
販
路
拡
大

　

や
、
特
産
品
の
開
発
に
あ
た
り
効

　

果
が
あ
る
も
の
等

　

市
の
活
性
化
に
資
す
る
と
認
め

ら
れ
る
内
容
に
対
し
、
５
万
円
を
上

限
と
し
て
研
修
旅
費
を
補
助
す
る
も

の
。

　

単
な
る
施
設
見
学
等
に
と
ど
ま
ら

ず
、
市
民
自
ら
の
活
動
の
参
考
と
な

る
調
査
研
究
活
動
と
す
る
た
め
、
研

修
先
の
沿
革
や
事
業
方
針
等
を
調
査

し
、
成
果
を
書
面
や
報
告
会
等
に
よ

り
ご
報
告
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

申
請
の
締
め
切
り
は
平
成
27
年
６

月
30
日
㈫
で
、内
容
を
審
査
の
う
え
、

後
日
交
付
の
決
定
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
見
聞

を
広
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
申
請

さ
れ
た
研
修
に
対
し
、
市
か
ら
研
修

先
の
追
加
等
を
依
頼
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
・
申
請
方
法
等
は
、
竹
田
市

企
画
情
報
課
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推

進
室　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２

２
３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

「
大
分
県
立
美
術
館（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｍ
）」が
オ
ー
プ
ン

竹
田
に
滞
在
し
て
制
作

美
術
家
ミ
ヤ
ケ
マ
イ
さ
ん
の
作
品
に

注
目
で
す
！

　
４
月
24
日
、
大
分
県
の
芸
術
文
化

の
中
心
拠
点
と
し
て
、
大
分
市
寿
町

に「
大
分
県
立
美
術
館（
Ｏオ

ー

パ

ム

Ｐ
Ａ
Ｍ
）」

が
開
館
し
ま
し
た
。
設
計
は
、
世
界

的
に
活
躍
す
る
建
築
家
・
坂
茂
さ
ん
。

館
長
は
、
全
国
で
数
々
の
展
覧
会
を

手
掛
け
て
き
た
新
見
隆
さ
ん
で
す
。

　

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｍ
の
ア
ト
リ
ウ
ム
展
示
に

て
作
品
発
表
し
た
ひ
と
り
、
美
術
家

ミ
ヤ
ケ
マ
イ
さ
ん
。
ミ
ヤ
ケ
さ
ん
は

昨
年
、
竹
田
市
内
に
滞
在
し
な
が
ら

作
品
の
制
作
に
取
り
組
み
、
作
家
が

創
作
活
動
を
行
う
工
房
を
提
供
す

る
施
設
「
Ｔ
Ｓ
Ｇ
竹
田
総
合
学
院
」

を
活
用
。
今
回
発
表
さ
れ
た
、
大
分

伝
統
の
切
子
灯
籠
が
巨
大
な
依よ

り
し
ろ代

と
な
っ
て
現
代
に
姿
を
現
す
と
い
う

作
品
『
お
か
え
り
な
さ
い
。』
ほ
か
、

イ
メ
ー
ジ
・
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
は
Ｔ
Ｓ

Ｇ
で
誕
生
し
た
の
で
す
。

　
「
竹
田
で
は
、
小
さ
な
家
族
の
よ

う
な
環
境
に
滞
在
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
一
夜
に
し
て
何
が
起
き
て

い
る
か
も
み
ん
な
に
伝
わ
っ
て
し
ま

う
感
じ
、
そ
う
い
う
の
が
い
い
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
コ
ン
ビ
ニ
も
近
く

に
な
く
て
、
夜
に
は
お
店
も
早
く
し

ま
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
都
会
か
ら

来
る
私
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
実
は
そ

れ
こ
そ
が
竹
田
の
魅
力
で
あ
り
、
良

さ
な
の
で
す
。
東
京
で
失
っ
て
し
ま

っ
た
〝
何
か
〟
を
持
っ
て
い
る
と
い

う
の
は
、
す
ご
く
素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
方
の
協
力
を
得

て
、
制
作
し
や
す
く
、
あ
り
が
た
い

環
境
で
し
た
。
知
り
合
い
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
に
Ｔ
Ｓ
Ｇ
の
こ
と
を
宣
伝
し

て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
ミ
ヤ
ケ
さ
ん
は
市
内
の
和

菓
子
舗
、但
馬
屋
老
舗
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、伝
統
と
現
代
の
感

覚
が
融
合
し
た
お
菓
子
「M

OTHER 
OF M

ERCY

」、「
さ
い
コ
ロ
が
し
」
を

共
同
で
開
発
。
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｍ
コ
ラ
ボ
グ

ッ
ズ
と
し
て
、
館
内
の
シ
ョ
ッ
プ
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。（
他
に
も
竹

田
在
住
の
作
家
の
み
な
さ
ん
の
作
品

も
数
多
く
あ
り
ま
す
）

　本年 10 月１日を基準として実施され
る国勢調査の実施を広く市民の皆様に周
知し、円滑な調査と正確な調査結果を得
るために、5 月 18 日、「平成 27 年国勢
調査竹田市実施本部」（本部長・野田良輔
副市長）を設置しました。
　国勢調査は、少子高齢化の進行や人口
減少など我が国の人口及び世帯構造につ
いて最新の実態を明らかにし、今後の国
や本市における施策の推進に欠くことの
できない重要な基礎資料となります。ま
た、今回の調査からインターネットによ
る回答が可能になり、便利で簡単になり
ます。
　９月中頃より調査員が訪問し、調査を
行いますので、市民の皆様のご理解とご
協力をお願いします。

平
成
27
年

国
勢
調
査
竹
田
市
実
施
本
部
を

設
置
し
ま
し
た

↑「大分県立美術館（OPAM(オー
パム))]
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張
り
た
い
で
す
」
と
、
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

※
創
業
支
援
に
関
す
る
ご
相
談
は
こ

ち
ら
ま
で
！

【
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ご
相
談
窓
口
】

竹
田
市
企
画
情
報
課　
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
推
進
室（
☎
63‒

４
８
０
１
）

　
４
月
１
日
付
け
で
「
竹
田
市
東
京

事
務
所
顧
問
」
及
び
「
竹
田
市
移
住

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
と
し
て
迎
え
ら

れ
た
井
手
徳
郎
さ
ん
（
豊
後
大
野
市

出
身
・
埼
玉
県
在
住
）
同
じ
く
顧
問

に
田
部
修
士
さ
ん
（
竹
田
市
出
身
・

東
京
都
在
住
）
の
「
任
命
式
」
が
行

わ
れ
、
首
藤
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

井
手
さ
ん
は
竹
田
高
校
卒
業
後
、

青
山
学
院
大
学
を
経
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に

入
局
さ
れ
ご
活
躍
。
現
在
、
在
京
大

分
県
人
会
副
会
長
、
東
京
め
じ
ろ
会

幹
事
長
、 

竹
田
高
校
関
東
同
窓
会
幹

事
長
ほ
か
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
「
ほ
っ
と
で
き
る
故
郷
を
持
っ
て

い
る
方
は
、
都
会
で
は
羨
ま
し
が
ら

れ
る
の
で
す
。
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

田
部
さ
ん
は
竹
田
高
校
卒
業
後
、

慶
應
義
塾
大
学
を
経
て
、
昭
和
55
年

に
日
本
パ
ー
カ
ラ
イ
ジ
ン
グ
株
式
会

社
入
社
。
平
成
22
年
、
同
社
取
締

役
・
管
理
本
部
長
に
就
任
。
ま
た
現

在
、
竹
田
高
校
関
東
同
窓
会
副
会
長

も
務
め
て
い
ま
す
。

　
「
東
京
と
地
方
の
橋
渡
し
役
が
で

き
る
よ
う
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」

　

首
都
圏
か
ら
「
竹
田
の
魅
力
」
の

情
報
発
信
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

井
手
徳
郎
さ
ん
、
田
部
修
士
さ
ん
に

竹
田
市
東
京
事
務
所
顧
問
を
任
命

↑井手徳郎さん

↑田部修士さん

竹
田
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業

第
７
回
川
端
康
成
記
念
講
演
会

夢
へ
の
挑
戦

東
海
大
学
理
事 

・
副
学
長

全
日
本
柔
道
連
盟
副
会
長

山や

ま

し

た

や

す

ひ

ろ

下
泰
裕

と　き　６月12日㈮　14：30～16：30
　　　　　　　　　　（開場14：00～）
ところ　大分県立竹田高等学校体育館　
入場料　無　料
　　　　※一般参加者（生徒保護者を含む）席は、
　　　　数に限りがありますので、講演日前日まで
　　　　にお電話にてご予約をお願いします。
駐車場　旧竹田小学校跡地をご利用ください。
　　　　竹田高校から徒歩５分

〔主催〕 竹田市、竹田市教育委員会
〔共催〕 大分県立竹田高等学校
〔後援〕 ㈶川端康成記念会、茨木市立川端康成文学館

●お問い合せ　竹田市企画情報課　エコミュージア
　ム 推進室 　☎ 0974-63-4801
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平
成
27
年
度　
竹
田
市
創
業
支
援
事
業

第
１
弾
創
業
者
誕
生
!!!

　

今
回
創
業
さ
れ
た
の
は
、
市
内
で

ア
ー
ト
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
活
動
さ
れ

て
き
た
美
術
ユ
ニ
ッ
ト
・
オ
レ
ク
ト

ロ
ニ
カ
（
加
藤
亮
さ
ん
・
児
玉
順
平

さ
ん
）
の
お
二
人
。
創
作
や
ア
ー
ト

イ
ベ
ン
ト
の
主
催
、
カ
フ
ェ
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
運
営
等
、
現
場
で
培
っ
て

き
た
技
術
を
活
か
し
、
今
後
は
『
オ

レ
ク
ト
ロ
ニ
カ
合
同
会
社
』と
し
て
、

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
や
空
間
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
を
中
心
に
活
動
を

展
開
し
ま
す
。代
表
の
加
藤
さ
ん
は
、

「
生
活
の
中
の
心
地
よ
い
空
間
づ
く

り
を
皆
さ
ん
に
提
供
で
き
る
よ
う
頑
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竹田のみなさまへ

　〝殉空の碑〟の慰霊祭は祖国の安寧のた
めに尊い生命を捧げた御霊を想起し、あ
の忌まわしい戦争の悲劇を考えさせるよ
い機会だと思います。
　私はこれらの御霊に深い感銘と悲しみ
を覚えるのであります。
　今まで国家と国家の間には幾多の戦争
があり、そのたびに沢山の尊い生命が失
われていきました。
　私、マービン・Ｓ・ワトキンズは 1945
年５月５日、九州に飛来したＢ 29 の機長
として、竹田市のみなさまに私の部下と
日本の少年航空兵を追悼する合同の慰霊
碑を建立して下さったことに深く感動し、
その御努力に感謝いたします。
　日米両国の今日の平和と友好の陰には
生命を捧げて礎となった犠牲者があるこ
とをわたくしたちは決して忘れてはなり
ません。
　過去 36 年にわたって共に享受してきた
この友好を日米両国の者が、今後とも末
永く維持するよう心からお祈りいたしま
す。

　1981 年 5 月 5 日

　　　　元Ｂ 29 機長
　　　　　　マービン・Ｓ・ワトキンズ

　

終
戦
直
前
の
昭
和
20
年
（
１
９
４

５
）
５
月
５
日
、
熊
本
県
産
山
村
の

上
空
で
ア
メ
リ
カ
の
Ｂ
29
爆
撃
機
と

日
本
軍
の
戦
闘
機
「
紫
電
改
」
の
空

中
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
１

機
の
紫
電
改
は
体
当
た
り
を
敢
行
し
、

機
体
は
宮
城
地
区
久
保
に
墜
落
。
一

方
、
Ｂ
29
の
機
体
は
、

明
治
地
区
折
立
の
山
中

に
あ
る
畑
に
墜
落
し
ま

し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
兵
士
12
人

は
落
下
傘
で
脱
出
し
ま

し
た
が
、
墜
落
死
し
た

り
、
住
民
に
そ
の
場
で

殺
さ
れ
た
兵
士
も
い
ま
し
た
。
マ
ー

ビ
ン
・
ワ
ト
キ
ン
ス
機
長
以
外
の
残

り
の
兵
士
は
捕
え
ら
れ
た
あ
と
、
福

岡
に
送
ら
れ
、
九
州
大
学
で
生
体
実

験
を
さ
れ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

　

そ
の
後
、
Ｂ
29
が
墜
落
し
た
土
地

の
所
有
者
・
故
工
藤
文
夫
さ
ん
の
も

と
に
、「
生
体
実
験
」
時
に
医
学
生

と
し
て
立
ち
会
っ
た
東
野
利
夫
さ
ん

（
現
在
89
歳
・
福
岡
市
）
が
取
材
に

訪
れ
ま
し
た
。

　
「
亡
く
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
兵
の
た

め
に
慰
霊
を
し
た
い
」
と
い
う
東
野

さ
ん
の
思
い
を
受
け
、
工
藤
さ
ん
は

「
敵
も
味
方
も
な
く
、
ア
メ
リ
カ
兵

も
日
本
兵
も
区
別
な
く
同
じ
よ
う
に

供
養
し
よ
う
」
と
、
昭
和
52
年
、
地

元
有
志
と
共
に
「
殉
空
之
碑
」
を
建

立
し
ま
し
た
。
石
碑
に
は
、
紫
電
改

に
搭
乗
し
、
体
当
た
り
し
て
亡
く
な

っ
た
日
本
軍
の
粕
谷
欣
三
海
軍
一
等

飛
行
兵
曹
（
当
時
19
歳
）
と
と
も
に
、

ア
メ
リ
カ
兵
11
名
の
名
前
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
２
年
後
の
昭
和
54
年
に
、
東
野
さ

ん
は
、戦
時
中
の
体
験
を
記
し
た「
汚

名　

九
大
生
体
解
剖
事
件
の
真
相
」

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
５
月
５
日
、
父
親
の
遺
志

を
継
い
だ
工
藤
勝
昭
さ
ん
（
78
歳
）

や
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
う
「
殉
空

之
碑
」
追
悼
法
要
実
行
委
員
会
に
よ

っ
て
、追
悼
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
１
３
０
人
が

参
列
。
黙
と
う
の
後
、
仏
事
が
行
わ

れ
、
戦
没
犠
牲
者
の
霊
を
供
養
し
ま

し
た
。

　

勝
昭
さ
ん
は
「
日
米
両
国
の
慰
霊

碑
と
し
て
、
恩
讐
を
超
え
て
、
こ
れ

ま
で
慰
霊
祭
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
戦
後
70
年
。
今
後
も
恒
久

平
和
を
願
っ
て
、
戦
争
の
な
い
平
和

な
未
来
が
く
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

38
年
間
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
法

要
が
続
い
て
き
た
こ
と
は
、「
殉
空

之
碑
」
に
深
く
か
か
わ
る
地
域
住
民

の
〝
恒
久
平
和
の
思
い
の
深
さ
〟
が

窺
え
ま
す
。
こ
の
地
か
ら
「
戦
争
の

な
い
未
来
」
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

日
米
両
国
の
恩
讐
を
越
え
て

 

「
殉
空
之
碑
」で
追
悼
法
要

戦後
70年

↑「殉空之碑」の完成　写真中央が故工藤文夫さん（昭和52年）

↑今年 10 年ぶりに訪れた東野利夫
　さん。「戦争の悲劇は、絶対に繰
　り返してはいけない」と訴えた

↑Ｂ29に乗ったアメリカ兵士たち

↑マービン・ワトキンス機長からのメッセージ（原本）

↑ワトキンス機長のメッセージは「竹田のみな
　さまへ」として訳され、東野さんの著作本に
　掲載されました

↑実行委員会の有志の手によって
　整備された「殉空之碑」までの
　 里道（555㍍）が 完 成。 訪 れ や す
　くなりました。

↑父・文夫さんの遺志を継いで碑を守る工藤勝昭さんの挨拶

　
５
月
５
日
、
今
年
も
明
治
地
区
折
立
に
建
つ
「
殉
空
之
碑
」
の
前
で

追
悼
法
要
が
行
わ
れ
、
例
年
を
上
回
る
参
列
者
が
訪
れ
ま
し
た
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〔戦後70年・竹田〕「殉空之碑」と「少年兵の鎮魂碑」に平和への誓い

　

宮
城
地
区
（
当
時
の
宮
城
村
）
久

保
の
深
い
谷
間
に
墜
落
し
た
紫
電
改
。

粕
谷
欣
三
一
等
兵
曹
も
落
下
傘
で
脱

出
す
る
も
助
か
ら
ず
、
故
郷
か
ら
遠

く
離
れ
た
こ
の
地
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
墜
落
し
た
現
場
付
近
に
は

「
粕
谷
欣
三
戦
死
の
地
」
と
彫
ら
れ

た
墓
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

墜
落
直
後
、
粕
谷
一
等
兵
曹
の
遺

体
は
久
保
公
民
館
に
安
置
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
宮
城
青
年
団
看
護
班
だ
っ

た
小
林
ハ
ナ
子
（
当
時
24
歳
・
炭
竈

自
治
会
出
身
）
は
公
民
館
に
駆
け
つ

け
て
い
ま
し
た
。
小
林
さ
ん
は
、
粕

谷
一
等
兵
曹
の
湯
灌
を
担
当
し
た
そ

う
で
す
。

　
「
か
わ
い
い
顔
立
ち
を
し
た
粕
谷

さ
ん
の
遺
体
は
、ま
だ
温
か
か
っ
た
。

年
頃
も
弟
の
よ
う
な
感
じ
で
、
口
の

中
や
顔
を
脱
脂
綿
で
き
れ
い
に
拭

い
て
あ
げ
た
か
ら
、
そ
の
時
の
こ
と

は
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
」
と
、
当
時
の

こ
と
を
振
り
返
り
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
小
林
さ
ん
は
大
分
市

で
就
職
。
３
年
後
、
結
婚
の
た
め
帰

郷
し
ま
す
。
嫁
ぎ
先
は
偶
然
に
も
、

粕
谷
一
等
兵
曹
が
墜
落
し
た
現
場
に

ほ
ど
近
い
場
所
で
し
た
。
そ
れ
か
ら

30
年
以
上
の
月
日
が
流
れ
、
昭
和
55

年
２
月
。
地
元
の
「
久
保
帰
還
兵
の

会
」
な
ど
の
有
志
の
手
に
よ
っ
て
、

慰
霊
の
た
め
に
「
鎮
魂
碑
」
を
建
て

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
深
い
谷
底

の
墜
落
現
場
か
ら
垂
直
に
上
が
っ
た

先
に
、
当
時
の
小
林
さ
ん
宅
の
敷
地

が
あ
り
、
そ
の
場
所
が
建
設
場
所
に

選
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
も
何
か
の
縁
と
ば
か
り
、
そ

の
日
か
ら
ず
っ
と
、
小
林
さ
ん
は
掃

除
を
し
た
り
、
花
を
替
え
た
り
と
見

守
り
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
粕
谷

一
等
兵
曹
の
戦
友
た
ち
が
あ
た
か
も

故
郷
に
帰
っ
て
き
た
か
の
よ
う
に
、

現
在
の
小
林
さ
ん
宅
を
全
国
か
ら
訪

ね
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
こ
う
や
っ
て
長
生
き
で
き
て
い

る
の
も
、
粕
谷
さ
ん
の
お
陰
だ
ね
。

こ
れ
か
ら
も
見
守
っ
て
ナ
ー
」

　

小
林
さ
ん
は
、
鎮
魂
碑
の
前
で
手

を
合
わ
せ
な
が
ら
、
今
日
も
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
す
る
の
で
し
た
。

　
　
　

*

　

毎
年
５
月
５
日
、
こ
の
鎮
魂
碑
に

は
慰
霊
祭
的
な
行
事
を
行
う
わ
け

で
は
な
く
各
々
が
お
参
り
を
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
25
年
余
り
に
わ
た
っ

て
関
わ
り
、
慰
霊
に
訪
れ
る
戦
友
関

係
者
の
湯
茶
接
待
な
ど
を
し
て
い
た

小
林
さ
ん
は
、「
語
り
部
」
と
し
て
、

戦
争
の
残
酷
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
噛

み
し
め
な
が
ら
平
成
19
年
に
生
涯
を

終
え
ま
し
た
。

　

今
も
現
地
で
は
鎮
魂
碑
の
周
辺
は

整
然
と
し
て
お
り
、
生
花
が
供
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
実
は
、
故
小
林
ハ
ナ

子
さ
ん
の
ご
遺
族
の
方
が
お
世
話
を

さ
れ
て
い
る
の
で
し
た
。

　
「
戦
後
生
ま
れ
の
私
た
ち
だ
け
ど
、

自
分
た
ち
な
り
の
慰
霊
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
続
け
て
「
時
間

の
経
過
、
つ
ま
り
加
齢
と
共
に
戦
友

の
方
の
姿
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き

た
。
自
力
で
は
無
理
で
今
年
は
来
れ

な
い
と
の
連
絡
や
、
二
世
の
方
が
慰

霊
に
来
て
く
れ
た
り
、
ま
た
、
中
学

校
の
平
和
授
業
の
一
環
と
し
て
、
数

回
に
わ
た
り
聞
き
取
り
な
ど
も
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
今
年
は
北
海
道
千
歳

や
熊
本
県
八
代
か
ら
も
慰
霊
に
来
ら

れ
た
。
こ
う
し
た
有
形
無
形
の
教
訓

を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、

今
平
和
を
与
え
ら
れ
て
い
る
私
達
の

使
命
だ
と
思
っ
て
い
る
」

　

鎮
魂
碑
へ
の
慰
霊
は
引
き
継
が
れ

て
い
く
も
の
の
、
当
時
を
知
り
、
語

る
人
々
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と

も
事
実
で
す
。
平
和
な
社
会
は
「
あ4

る4

」
の
で
は
な
く
、常
に
語
り
継
ぎ
、

作
っ
て
い
く
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

（
２
０
０
２
年
市
報
８
月
号
を
一
部
再
掲
載
） ↑鎮魂碑の慰霊に故小林さん宅を訪れる戦友や関係者のみなさん

少
年
兵
の
鎮
魂
碑
に

　
「
平
和
へ
の
誓
い
」
新
た
に

←B29 に戦闘機で体当たり
　をして戦死した、故・粕谷
　欣三一等兵曹（当時19歳）

「粕谷少年兵の鎮魂碑」を→
見守り続けた故・小林ハ
ナ子さん

　

Ｂ
29
爆
撃
機
に
向
か
っ
て
、
戦
闘
機
で
体
当
た
り
を
し
た
日
本

海
軍
航
空
隊
員
は
、
市
内
宮
城
地
区
（
当
時
の
宮
城
村
）
に
墜
落

し
ま
し
た
。
そ
の
35
年
後
に
建
て
ら
れ
た
鎮
魂
碑
に
、
戦
争
が
つ

な
い
だ
ひ
と
つ
の
縁
が
あ
り
ま
し
た
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５
月
20
日
、市
と
市
内
郵
便
局（
16

郵
便
局
）
と
の
間
で
「
災
害
発
生
時

に
お
け
る
竹
田
市
と
竹
田
市
内
郵
便

局
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
の
調
印

　

九
州
の
頂
点
を
決
め
る
「
第
49
回

九
州
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
」
は
、
５
月
９
日
が
雨
天
の

式
が
市
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

協
定
の
主
な
内
容
は
、「
避
難
所

開
設
状
況
や
避
難
先
リ
ス
ト
等
の
情

報
の
相
互
提
供
」、「
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
た
広
報
活
動
」、「
郵

便
物
配
達
な
ど
の
業
務
中
に
発
見
し

た
道
路
等
の
損
傷
状
況
等
の
情
報
提

供
」
等
。

　

首
藤
市
長
は
「
災
害
の
対
応
に
つ
い

て
、機
動
力
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
持

つ
郵
便
局
の
協
力
は
有
り
難
い
」、石

野
田
哲
洋
竹
田
郵
便
局
長
は
「
災
害

時
に
郵
便
局
が
市
民
の
み
な
さ
ん
の

お
力
添
え
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
あ
ら
た
め
て
体
制
を
整
え
、
行

政
と
連
携
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

を
述
べ
ま
し
た
。

期待の「情報発信拠点」がオープン！
「久住高原案内所・観光インフォメーションセンター」開所式
　久住観光案内の拠点として「久住高原案内
所・観光インフォメーションセンター」が「竹
田市久住さやか」（久住）に設置されることに
なり、4 月 28 日、関係者約 30 名が参加し、
開所式が行われました。
　首藤市長は「久住高原の発展を目指して、〝情
報の発信拠点〟として使命感を持った施設と
してよみがえります」と挨拶を述べました。
　開館時間は午前 9 時から午後 5 時（オフシ
ーズン 11 〜 4 月は午後 4 時まで）。休館日は
年末年始のみ。業務内容は久住観光案内業
務やイベント情報、道路情報の案内等。また、
施設内には久住山をはじめ多くの山を愛され
てきた故・梅木秀徳さんから寄贈された山岳
図書や郷土図書・資料や、文豪・川端康成の

「来遊の地」として紹介した写真・資料等を展
示しています。
問久住高原案内所・観光インフォメーションセ
　ンター　☎0974-76-2666

市
内
郵
便
局
と「
災
害
発
生
時
に
お
け
る

協
力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

↑昭和学園高校のスタメンで活躍した竹田中出身の植田
　瑞穂選手（2年）〔写真左〕と興梠聖選手（3年）〔写真右〕

九州高校女子ソフトボール選手権大会

「佐賀女子高」「文徳高校」が優勝！

↑調印書を手にする首藤市長と、石野田哲洋竹田郵便局長

　
４
月
27
日
、
竹
田
高
等
学
校
Ｊ
Ｒ

Ｃ
部
（
ジュニ
ア・レ
ッ
ド・ク
ロ
ス
〔
青

少
年
赤
十
字
〕
の
部
員
23
名
の
う
ち

２
年
を
中
心
と
し
た
11
名
が
、
先
の

「
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
」
の
被
災
者
救

援
緊
急
活
動
と
し
て
、
市
内
本
町
通

り
で
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

部
員
の
佐
藤
真
由
さ
ん（
２
年
）は

「
何
か
少
し
で
も
役
に
立
て
ば
嬉
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

竹田高校生徒が募金を呼びかけ

た
め
順
延
と
な
り
、
翌
10
日
の
み
、

竹
田
市
民
球
場
ほ
か
市
内
各
球
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
程
の
都
合
に
よ
り
、
決
勝
戦
に

進
ん
だ
「
佐
賀
女
子
高
等
学
校
」
と

「
文
徳
高
校
」
が
優
勝
、
準
決
勝
に

進
ん
だ「
神
村
学
園
高
等
部
」と「
小

林
西
高
等
学
校
」
が
３
位
と
な
り
ま

し
た
。
い
ず
れ
の
試
合
も
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
レ
ベ
ル
の
高
い
素
晴

ら
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

優
勝
・
佐
賀
女
子
短
期
大
学
付
属
佐

賀
女
子
高
等
学
校
（
佐
賀
県
）、
熊

本
県
立
文
徳
高
校
（
熊
本
県
）

３
位
・
神
村
学
園
高
等
部
（
鹿
児
島

県
）、
小
林
西
高
等
学
校
（
宮
崎
県
）
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５
月
23
日
か
ら
31
日
ま
で
、
本
市

出
身
の
南
画
家
田た

近ぢ
か
ち
く
そ
ん

竹
邨
の
孫
で
鎌

倉
彫
作
家
の
田
近
竹
彦
さ
ん（
89
歳・

横
浜
市
）
の
作
品
展
が
但
馬
屋
老
舗

（
上
町
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
近
さ
ん
は
「
故
郷
で
作
品
展
を

初
め
て
開
く
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
」

と
笑
顔
。
ま
た
、
親
戚
の
安
藤
宏
子

さ
ん
（
市
文
化
創
造
賞
受
賞
者
）
の

「
豊
後
絞
り
」
作
品
も
並
び
ま
し
た
。

工
藤
さ
ん「
全
日
本
グ
ラ
ン
ド
ベ
テ

ラ
ン
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」で
優
勝

　

第
45
回
全
日
本
グ
ラ
ン
ド
ベ
テ
ラ

ン
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」（
主
催：
宮

崎
市
・
宮
崎
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・

宮
崎
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
）
が
５
月

９・10
日
の
２
日
間
、宮
崎
市
生
目
の

杜
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
が
出
場
。

工
藤
英
二
さ
ん
（
荻
町
藤
渡
・
65
歳
）

は
、
臼
杵
市
の
後
藤
哲
夫
さ
ん（
67

歳
）
と
組
ん
で
、
竹
組
（
男
子
ダ
ブ

ル
ス
・
満
65
歳
以
上
の
部
）
に
出
場

し
、
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

工
藤
さ
ん
は
「
決
勝
は
フ
ァ
イ
ナ

ル
ま
で
も
つ
れ
る
も
、
勝
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
３
回
目
の
出
場
で
初

め
て
タ
イ
ト
ル
を
手
に
で
き
て
と
て

も
嬉
し
い
！
」
と
、
喜
び
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
の
優
勝
を

励
み
に
、
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

39
年
間
の
永
き
に
わ
た
っ
て
消
防

工
藤
聰
子
さ
ん
が「
県
え
び
ね

連
合
会
展
」で
県
知
事
賞

　

５
月
25
日
か
ら
27
日
ま
で
、「
平

成
27
年
度
第
32
回
大
分
県
え
び
ね

連
合
会
展
」
が
由
布
市
狭
間
町
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
え
び
ね
愛

好
家
７
団
体
（
３
８
０
点
）
が
参
加
。

総
合
優
勝
と
な
る「
県
知
事
賞
」
に
、

市
内
玉
来
の
主
婦
・
工
藤
聰
子
さ
ん

の「
徒
然
草
」が
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

工
藤
さ
ん
は
、
自
然
が
大
好
き
で

え
び
ね
ら
ん
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
研

究
熱
心
だ
っ
た
亡
き
ご
主
人
・
殷
弘

さ
ん
が
長
年
育
て
て
き
た
え
び
ね

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。「
聰
子
さ
ん
」

名
で
出
品
し
、
毎
年
入
賞
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
初
め
て
最
高
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
主
人
は
生
前
自

分
で
交
配
し
、
新
し

く
咲
く
え
び
ね
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
主
人

に
い
い
報
告
が
で
き
、

嬉
し
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

↑「全日本グランドベテランソフトテニス大会」で 
　優勝した後藤さんと工藤さん（写真左から）

市内高校生が笑顔で看護体験！
　看護週間行事の一環として、医療機関等で
高齢者や病弱者に対する看護についての関
心を高め、理解を深めてもらおうと、５月 18
日、「高校生１日看護体験」が竹田医師会病
院、特別養護老人ホーム「こころの郷

さと

」、大
久保病院で行われました。「こころの郷」では、
県立竹田高校の生徒 14 名が訪れ、緊張しな
がらも足浴、手浴、爪切り等の介助を体験し、
看護師や介護福祉士等の仕事を学びました。

　

沖
縄
県
名
護
市
に
拠
点
を
置
き
、

各
種
ソ
フ
ト
設
計
や
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ

ム
製
作
な
ど
行
う
「
有
限
会
社
サ
イ

エ
ン
ス
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」（
渡
久
地
政

宗
代
表
取
締
役
）
が
本
市
へ
の
進
出

を
表
明
。
竹
田
町
に
農
業
生
産
と
地

域
情
報
発
信
事
業
を
展
開
す
る
新
設

会
社
「
株
式
会
社
ル
ッ
ク
ス
」
を
創

業
し
、店
舗
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

田近竹邨の孫・竹彦さんが鎌倉彫展

株式会社ルックスが進出を表明

○
瑞
宝
単
光
章

河か
わ

野の　
哲さ

と
し

さ
ん　
（
鏡
・
65
歳
）

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
勲

団
員
を
務
め
ら
れ
、
竹
田
市
消
防
団

長
を
２
年
間
歴
任
し
、
強
い
責
任
感

の
も
と
、地
域
の
安
心
安
全
の
た
め
、

消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
消
防
団
の
先
輩
方
や
団
員
の
み

な
さ
ん
、
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
、
そ
し
て
家
族
の
支
え
が
あ

れ
ば
こ
そ
で
す
。感
謝
し
て
い
ま
す
。

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
昭
和

57
年
の
大
水
害
…
。
消
防
団
活
動
を

全
う
で
き
た
こ
と
は
誇
り
で
す
ね
」

↑
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
、
う
す
紫
と
白
の
「
徒
然
草
」
の
美
し
い
容
姿



広報たけた 平成 27 年6 月号 14

人権シリーズ　No.2

　

久
住
高
原
案
内
所
・
観
光
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念

行
事
と
し
て
、〝
西
み
ほ「
久
住
挽
歌
」

を
歌
う
〟
が
６
月
６
日
午
後
６
時
か

ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
久
住
挽
歌
」（
作
詩
・
大
塚
常
代
、

補
詩
・
加
藤
暢
士
、
作
曲
・
井
手
徳

夫
）
は
、
久
住
を
舞
台
に
し
た
抒
情

漂
う
作
品
で
、
竹
田
市
出
身
の
ソ
プ

西
み
ほ 　
ソ
プ
ラ
ノ
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト 

「
久
住
挽
歌
」を
歌
う

ラ
ノ
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
・
西
み
ほ
さ

ん
が
切
な
く
美
し
い
歌
声
で
聴
か
せ

て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し
て
、

「
久
住
挽
歌
」
の
誕
生
秘
話
も
披
露

さ
れ
る
予
定
で
す
。（
お
聞
き
逃
し

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
）

　

他
に
も
、
市
合
併
10
周
年
を
記
念

し
て
制
作
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
ア
ル
バ
ム
か

ら
竹
田
に
縁
の
あ
る
「
あ
ゝ
瀧
廉
太

郎
」
や
「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
」、「
荒

城
の
月
」
な
ど
を
歌
唱
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い

日　
時  

６
月
６
日
㈯　

午
後
６
時

　
　
　
　

開
演

場　

所　

久
住
高
原
案
内
所・
観
光

　
　
　
　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー
（
久
住
さ
や
か
）

入
場
料　
無　

料

●
お
問
い
合
せ　
久
住
高
原
案
内
所・

観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
４-

76-

２
６
６
６

　

竹
田
で
は
田
植
え
も
終
盤
を
迎
え
、

猫
の
手
も
借
り
た
い
ほ
ど
の
忙
し
さ

で
す
。
こ
ん
な
時
、
せ
っ
か
く
眠
っ

た
幼
子
が
起
き
て
大
声
で
泣
き
出
す

と
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
や
っ

と
寝
付
い
た
子
ど
も
は
そ
っ
と
し
て

起
こ
さ
な
い
ほ
う
が
田
植
え
も
は
か

ど
り
ま
す
。

　
　
＊

　

人
権
課
題
で
あ
る
「
同
和
問
題
」

で
も
『
寝
た
子
を
起
こ
す
な
』
を

主
張
す
る
人
が
い
ま
す
。「
あ
え
て

学
習
や
啓
発
す
る
よ
う
な
こ
と
を

せ
ず
、
そ
っ
と
し
て
お
く
ほ
う
が
よ

い
、取
り
上
げ
た

ら
逆
効
果
で
あ

る
。
そ
う
す
れ

ば
、自
然
と
人
々

の
関
心
が
薄
れ
、

差
別
も
風
化
し
て
い
く
。」
と
い
う

考
え
方
で
す
。
全
国
の
意
識
調
査
で

も
い
ま
だ
に
有
力
な
意
見
と
し
て
出

て
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
の

誤
っ
た
情
報
に
よ
り
、
思
い
込
み
や

偏
見
を
持
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示

板
な
ど
に
匿
名
で
、
同
和
地
区
や
同

和
地
区
出
身
者
に
対
す
る
誹
謗
中
傷

や
批
判
が
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
　
＊

　
『
寝
た
子
を
起
こ
す
な
』
と
い
う

け
れ
ど
、
結
婚
や
就
職
な
ど
、
自
分

自
身
や
家
族
の
こ
と
に
関
わ
る
問
題

に
な
る
と
差
別
が
頭
を
も
た
げ
て
く

る
と
い
う
現
実
も
あ
り
ま
す
。

　
「
何
も
知
ら
せ
ず
」「
何
も
教
え
ず
」

「
何
も
考
え
さ

せ
ず
」
寝
か
せ

続
け
れ
ば
、
何

も
変
わ
ら
な
い

の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
差
別
さ
れ
て
い

る
人
々
が
抗
議
す
る
事
や
、
差
別
か

ら
の
解
放
を
求
め
て
訴
え
る
こ
と
を

否
定
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
　
＊

　
「
同
和
問
題
」
の
解
決
に
向
け
て
、

一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
お
問
い
合
せ

竹
田
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線 

３
４
３
）
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梅
雨
前
線
や
台
風
な
ど
の
集
中
豪

雨
等
に
よ
り
、
地
す
べ
り
・
が
け
崩

れ
等
の
土
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
い

時
期
を
迎
え
ま
す
。

　

山
間
部
に
位
置
す
る
竹
田
市
で
は
、

河
川
の
急
激
な
増
水
や
氾
濫
の
危
険

性
と
同
時
に
、
土
砂
災
害
の
危
険
性

も
非
常
に
高
く
、
裏
山
な
ど
が
あ
る

場
合
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

近
年
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

と
思
わ
れ
る
、「
こ
れ
ま
で
に
経
験

を
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
大
雨
」

が
降
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く
な
っ

て
お
り
、
今
ま
で
以
上
に
警
戒
が
必

要
で
す
。

◎
早
め
の
行
動
、
自
分
の
命

　
は
自
分
で
守
る

　
○
自
ら
が
率
先
し
て
避
難
し
ま
し
ょ

う
！

○
非
常
時
の
対
応
を
想
定
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
！
（
考
え
て
お
く
だ
け
で

も
役
に
立
ち
ま
す
）

○
大
丈
夫
だ
ろ
う
、（
災
害
は
）
起

き
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
安
易
な
思

い
込
み
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

６
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
で
す
！

土
砂
災
害
か
ら
命
を
守
ろ
う

土砂災害防止月間

「もしも…」に備えて
☆非常用品を備えておきましょう
　緊急避難時に持って逃げる「非常持出品（水、ラジオ、
懐中電灯等）」と、災害後の生活を支える「非常備蓄品（非
常食品、生活用品、燃料等で最低３日分）」を備えましょう。
☆情報を収集しましょう
　 日頃から災害に関する知識や気象情報に注意し、災害時
は信頼できる情報を元に速やかに行動しましょう。
　• 告知端末による災害放送
　• テレビ・ラジオ・インターネット
　• 土砂災害危険度情報
　　http://sabo.pref.oita.jp/dosya/
　• 雨量・水位観測情報　http://river.pref.oita.jp/
　 ［携帯サイト］http://river.pref.oita.jp/mobile/

　 もし、災害が起こりそうな状況や身に危険を感じた場合
は、早めに避難しましょう。
　 なお、避難した時や災害の発生を確認した時は、速やか
に市役所へ連絡をお願いします。
●お問い合せ・連絡先　竹田市総務課行政係
　☎ 63‒4800（直通）

避難場所を今すぐ確認する！
緊急時避難所一覧　竹田市地域防災計画書において指定している避難所です

＊竹田地域避難所
番号 施　設　名
１ 竹田小学校体育館
２ 竹田創生館
３ 野外活動施設
４ 竹田高等学校体育館
５ 岡本分館体育館
６ 明治分館体育館
７ 鬼田公民館
８ 竹田中学校体育館
９ 東中集会所
10 竹田市総合運動公園
11 南部小学校体育館
12 竹田南部中学校体育館
13 入田分館
14 祖峰小学校体育館
15 あ祖母学舎
16 福祉施設はくすい
17  菅生小学校体育館
18  菅生分館
19  宮城台小学校体育館
20  宮城分館
21 城原小学校体育館
22 城原地区館

＊荻地域避難所
番号 施　設　名
１ 荻公民館
２ 福祉健康エリア
３ 荻小学校体育館
４ 緑ヶ丘中学校体育館
５ 柏原公民館
６ 馬場自治会公民館
７ 桜町東区集会所
８ 桜町栄区集会所
９ 桑木自治会公民館
10 木下自治会公民館
11 政所自治会公民館
12 藤渡自治会公民館
13 新藤自治会公民館
14 高城自治会公民館
15 恵良原自治会公民館
16 馬背野自治会公民館
17 仏面自治会公民館
18 叶野自治会公民館
19 高練木自治会公民館
20 柏原自治会公民館
21 瓜作自治会公民館
22 宮平自治会公民館
23 西福寺自治会公民館
24 鴫田自治会公民館
25 北原自治会公民館
26 大平ふるさと交流の家

＊久住地域避難所
番号 施　設　名
１ 久住公民館
２ 久住小学校体育館
３ 白丹公民館
４ 白丹体育館
５ 久住中学校体育館
６ 白丹小学校体育館
７ 都野公民館
８ 都野小学校体育館
９ 都野中学校体育館

＊福祉避難所
番号 施　　　設　　　名

１ 竹田市総合社会福祉センター
（竹田市社会福祉協議会）

２ 荻福祉健康センター
３ 久住保健センター
４ 直入保健福祉センター
５ 福祉施設はくすい
６ 特別養護老人ホーム「久住荘」
７ 介護老人保健施設「岡の苑」
８ 特別養護老人ホーム「こころの郷」
9 総合福祉施設「美晴が丘」

10 特別養護老人ホーム「荻の苑」
11 特別養護老人ホーム「悠々居」
12 介護老人保健施設「ヴァル・ド・グラスくじゅう」

＊直入地域避難所
番号 施　設　名
１ 直入中学校体育館
２ 旧下竹田小学校体育館
３ 直入小学校体育館

４ 道の駅「ながゆ温泉」
（湯の郷ふれあい館）

5 直入セミナーハウス ( 直入中）
6 山村交流センター
7 直入公民館
8 B＆G直入海洋センター体育館
９ ドイツ村簡易宿泊施設

＊協定に基づく
　一時避難所

（竹田地域）
番号 施設名
１ 髙流寺
２ 碧雲寺
３ 英雄寺
４ 正覚寺
5 福田寺
6 光西寺
7 豊音寺
8 満徳寺
９  ㈱あんのん

●お問い合せ
　竹田市総務課　行政係　
　☎ 63-1111（内線 212、214）

※昨年から一部変更になった箇所がありますのでご注意ください。
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↑古田邸茶室付近から見たひょうたん池跡

特別寄稿

 

特
別
寄
稿

古
田
織
部
正
没
後
四
〇
〇
年
忌
に
寄
せ
て

一
六
一
五
年
六
月
十
一
日　
七
十
二
歳
亡 　

　
「
織
部
」
の
生
涯
は
劇
的
で
波
乱
に
満
ち
て

い
た
。

　

自
身
の
名
称
は
幼
名
を
「
左
介
（
助
）」。

初
称
は
「
重
能
」、
更
に
「
重
就
」、「
景
安
」、

「
重
勝
」、「
重し
げ
な
り然

」
と
年
代
を
追
っ
て
次
々
と

改
称
し
て
い
っ
た
。
織
部
は
中
川
清
秀
公
の

妹
仙
子
を
妻
に
迎
え
て
い
る
。
織
田
豊
臣
時

代
の
大
成
期
を
経
て
、
徳
川
時
代
初
期
に
至

る
武
家
の
茶
人
と
し
て
後
世
は
多
く「
織
部
」、

ま
た
は
「
古
織
公
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

織
部
は
戦
国
時
代
、
三
大
武
将
に
仕
え
て

い
る
。
信
長
公
に
は
使つ
か
い
ば
ん番
と
し
て
、
太
閤
秀

吉
か
ら
従
五
位
下
織
部
正
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

家
康
公
か
ら
は
織
部
が
豊
臣
方
へ
の
謎
の
内

通
を
疑
わ
れ
、
織
部
と
子
ど
も
五
人
共
々
切

腹
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
か
く
し
て
、
織
部
の
男

系
は
断
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
幸
い

織
部
の
長
女
の
「
せ
ん
」
が
縁
あ
る
中
川
家

の
養
女
と
な
り
、
織
部
方
義
弟
の
「
重し
げ
つ
ぐ続
」

を
配
偶
し
、
そ
の
子
孫
が
中
川
家
の
家
老
職

と
し
て
長
く
仕
え
た
。

　

明
治
維
新
後
、
岡
城
西
方
の
一
角
、
覚
左

衛
門
屋
敷
か
ら
下
屋
敷
（
竹
田
創
生
館
前
駐

車
場
跡
）
を
経
由
し
て
、
大
字
植
木
の
「
野の

屋や

敷し
き

」
へ
と
転
居
し
た
。
そ
れ
が
現
在
の
植

木
古
田
家
で
あ
る
。

　

栝
く
の
如
く
、
織
部
の
血
脈
は
万
分
の
一

に
な
り
な
が
ら
も
連
綿
と
続
い
て
来
て
い
る

が
、
後
々
継
続
へ
の
責
務
は
重
い
と
い
え
る
。

願
望
、
織
部
の
魂
は
不
滅
で
あ
り
、
名
は
千

載
の
後
ま
で
も
…
…
…
。

　

中
川
藩
は
久
清
公
（
入
山
公
）
の
き
も
入

り
で
造
立
し
た
野
宅
屋
敷
に
は
茶
室
兼
母
屋
、

及
び
織
部
好
み
と
思
わ
れ
る
広
大
な
「
ひ
ょ

う
た
ん
」
形
の
池
泉
跡
が
遺
構
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
。
元
池
の
周
辺
に
は
松
、紅
葉
、桜
、

菖
蒲
を
め
ぐ
ら
し
、
水
面
に
は
月
を
映
し
、

大
正
時
代
ま
で
小
舟
が
浮
か
ん
で
い
た
。

　

久
清
公
は
殺
伐
と
し
た
戦
国
の
世
に
あ
っ

て
も
、
人
間
の
尊
い
理
想
を
大
自
然
の
中
に

求
め
、
創
り
出
そ
う
と
試
み
た
と
思
わ
れ
る

（
歴
史
は
ロ
マ
ン
を
秘
め
て
い
る
）。

　

と
こ
ろ
で
、
時
代
の
変
遷
と
共
に
池
は
埋

め
立
て
ら
れ
、
水
田
と
な
り
、
特
に
昭
和
戦

時
下
の
食
糧
難
に
よ
っ
て
、
米
の
供
出
を
強

い
ら
れ
耕
作
は
困
難
を
極
め
た
。
昭
和
の
後

期
か
ら
水
量
の
減
少
に
よ
っ
て
、
現
在
は
次

第
に
枯
山
水
草
地
と
な
っ
て
い
る
。

（
古
田
好
史
）

　
本
年
（
２
０
１
５
年
）
は
、
茶
人
・
古ふ

る

田た

織お
り

部べ

没
後
４
０
０
年
を
迎
え
、節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

　
竹
田
で
、
血
脈
が
残
さ
れ
て
い
る
「
植
木
・
古

田
家
」。
古
田
本
家
の
重
治
の
弟
・
重
宗
が
中
川

秀
政
公
の
孫
に
な
る
た
め
分
家
し
て
、市
内
の「
植

木
」に
興
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
今
月
号
は
、

当
主
・
古
田
好
史
さ
ん
に
よ
る
寄
稿
を
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

↑地図上では形のよくわかる「ひょうたん池跡」

ひょうたん池跡
寛文４年（1664）から寛文６年にかけて、
岡藩は下屋敷のひとつとして自然を基調
とした茶室とひょうたん形野池を造営し
ました。旧池の中島には再造弁才天社が
建立されています。

〔池の規模〕面積約 1800㎡／中央巾 25 ｍ

位置図

ひょうたん池跡

稲荷山

山
小
屋

水
源
池

植木
古田邸
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6月
竹田市のこよみ

日　　 SUN 月　　 MON 火　　 TUE 水　　 WED 木　　 THU 金　　　FRI 土　　 SAT

農業委員会事務局からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が土日の場合は
直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100

2015年（平成27年）

たけたん情報

1
【納期限】固定資産税・軽

自動車税〔全納・１期〕、国
民健康保険税２期、自動
車税（県税）

・荻の里温泉休館日
・大船山・入山公廟登山
バス運行開始式
9：00～（パルクラブ・竹
田市久住町）

・県下一斉避難行動訓練
（県民防災アクションデ

ー） 9：30～

2
・おはなしのへや
10：30 -11：00（竹田市立
図書館えほんのへや）

・防災パトロール出発式
13：30～（３階第３・４会
議室）

・こころの健康相談
13：30-15：30 （直入保健
福祉センター）※要予約 
☎63-3346

3
・第６回竹田市農業委員
会総会 13：30～（竹田市
総合社会福祉センター）

4
竹田温泉「花水月」休
館日

・よい歯のコンクール 
14：00～（竹田市総合社
会福祉センター）

5 6
・市民公開講座「やさし
い肝臓病のお話」 13：30
～（竹田市総合社会福祉
センター）
 ・西みほ「久住挽歌」を
歌う　18：00～（久住高
原案内所）

7
・第63回くじゅう山開き
山頂祭（久住山山頂）
10：00～

・第32回大分合同新聞社
旗争奪・直入地域自治会
対抗ソフトボール大会
8：30～開会式／9：00～
試合開始（直入総合運動
公園ほか）問直入公民館
☎75-2240
・まちづくりシナリオ賞受
賞記念 ～下本町の街な
み景観を楽しむフェスタ
～　10：00-12：00（竹田
市下本町地区）

8
・竹田温泉「花水月」メン
テナンス休館日
６月８日㈪～ 12 日㈮の
間、メンテナンス休館
いたします。市民の皆
様には大変ご迷惑をお
かけしますがご理解と
ご協力をお願いします。
問竹田温泉花水月
☎ 0974-64-1126

9
・おはなしのへや
10：30-11：00（竹田市立
図書館えほんのへや）

10
・４・10か月児健康診査

〔4か月〕13：15-13：30受
付、〔10か月〕13：30-13：
45受付（竹田市総合社
会福祉センター）
※15：30 終了予定
 ・ブックスタート
13：30～（竹田市総合社
会福祉センター）

11
・子牛市場開催日 
9：30セリ開始（豊後豊
肥家畜市場）

・おはなしルーム
14：00-14：30（竹田幼稚
園）

12
・竹田市歩こう会

【東部散策】花水月前8：
30集合 ※1
 ・第7回川端康成記念講
演会 「夢への挑戦」
講師：山下泰裕氏（東海
大学副学長）14：30-16：
30（竹田高校体育館）

13

14
・郷土の植物に親しみ植
物を観察する会

〔阿蘇外輪山　冠ヶ岳の
観察〕文化会館前 8：00
集合※2

15
・荻の里温泉休館日

16
・おはなしのへや
10：30-11：00 （竹田市立
図書館えほんのへや）

17
・温泉療養文化館「御前
湯」休館日

・年金相談[完全予約制]
10：00-15：00 （竹田市高
齢者いきいき交流セン
ター）

・1歳6か月児健康診査
13：00-13：20受付（竹田
市総合社会福祉センター）
※15：30 終了予定

・大分県行政書士会無料
相談会
13：00-16：00（大分県行
政書士会〔大分市〕）
問大分県行政書士会事
務局☎097-537-7089

18
竹田温泉「花水月」休
館日

・ こころの健康相談
13：30-15：30（荻福祉健
康エリア）※要予約
☎63-3346

・おはなしルーム
14：00-14：30（南部幼稚
園）

19
・なかよし幼稚園パートⅠ
8：30-12：00（B&G直入海
洋センター）

・【歴史資料館】テーマ展
示『竹歴で「滝」めぐり』
～8/2㈰

20

21
・道の駅すごう５周年記
念行事　9：00～
○廣瀬武夫顕彰会講演会

「廣瀬武夫の書棚から－
旧蔵書が今に伝えるもの
－」〔講師〕笹本玲央奈氏

（フェリス女学院中学・高
等学校国語科講師）
※入場無料（竹田市総合
社会福祉センター）
問☎0974-62-2955

22
・成牛市場開催日
9：30セリ開始（豊後豊肥
家畜市場）

23
・竹田市歩こう会【善光
寺】JR竹田駅前9：00集
合※1

・おはなしのへや10：30-
11：00（竹田市立図書館
えほんのへや）

・こころの健康相談 
13:30-15:30（竹田市総合
社会福祉センター）
※要予約☎63-3346

24 25
竹田温泉「花水月」休
館日

・５歳児健康診査
13：00-13：20受付（竹田
市総合社会福祉センタ
ー）※15：30終了予定

・こころの健康相談
13：30-15：30（久住保健
センター）
※要予約☎63-3346

26
・竹田市畜産共進会久住
地区選抜会

（久住家畜総合センター
〔竹田市畜産センター前〕）
・竹田市子育て講演会
〔講師〕原きよ氏（朗読家・
フリーアナウンサー）、
是松聖悟.氏（小児科専
門医）18：30～　※託児

（無料）申込要（竹田市総
合社会福祉センター） 
問竹田市保険健康課 ☎
63-4810

27
・竹田市ウェイクケーブル
パーク施設オープニング
セレモニー 13：00～（長
湯湖ウェイクパークメイ
ンスタンド前）～デモン
ストレーション（ゲストラ
イダー）、市民体験（小学
校高学年以上対象）ほか

28 29
・113回忌瀧廉太郎追悼
祭　14：00～15：00（瀧
廉太郎記念館）

30
・竹田市畜産共進会都野
地区選抜会（久住家畜総
合センター〔竹田市畜産
センター前〕）

・【納期限】市県民税〔全
納・1期〕、国民健康保険
税3期

・おはなしのへや
10：30～11：00（竹田市
立図書館えほんのへや）

　  

月
間・そ
の
他

○食育月間 
○まちづくり月間
○土砂災害防止月間
○男女雇用機会均等月間
○リウマチ月間　　
○夏の省エネキャンペーン　6／1㈪～9／30㈬
○水道週間　6／1㈪～7㈰
○がけ崩れ防災週間　6／1㈪～7㈰
○禁煙週間　5／31㈰～6／6㈯
○HIV検査普及週間　6／1㈪～7㈰

■ 2015年7月上旬の予定
7月1日㈬・竹田市畜産共進会白丹地区選抜会（久住家畜総合センター〔竹
　　　　　田市畜産センター前〕）
　　　　・岡城跡登城バス運行開始式典　9：30 ～（岡城跡駐車場）
7月7日㈫・おはなしのへや　10：30-11：00 （竹田市立図書館えほんのへや）
　　　　・こころの健康相談　13：30-15：30 （直入保健福祉センター）
　　　　　※要予約 ☎ 63-3346
7 月 11 日㈯・長湯温泉・久住高原周遊観光ツアーバス出発式 10：00～（道の駅長湯温泉）

６月行政相談委員による行政相談所の開設一覧 
地域 相談日 時　　間 開　催　場　所
竹田 ６月17日㈬ 10：00 ～ 12：00 竹田市社会福祉センター　相談室

荻 ６月17日㈬ 10：00 ～ 12：00 荻公民館　幼児室
久住 ６月17日㈬ 10：00 ～ 12：00 久住公民館　健康相談室
直入 ６月17日㈬ 10：00 ～ 12：00 直入支所　小会議室 

※行政相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで〝困ったら一人で悩まず行政相談！”
　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426
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歴
史
資
料
館　

　
　
☎
63-

１
９
２
３

〔
開
館
時
間
〕午
前
９
時
～
午
後
５
時

〔
休
館
日
〕６
月
１
日
、８
日
、15
～
18

日
、22
日
、29
日　

※
16
～
18
日
は
展

示
替
え
の
た
め
臨
時
休
館
で
す
。

〔
入
館
料
〕
一
般
２
０
０
円
、
小
中

生
１
０
０
円

※
共
通
券
、
団
体
料
金
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

特
別
展
『
田
能
村
竹
田
生
誕
記
念

展　
竹
田
と
杏
雨
』 ５
月
１
日
㈮
～

６
月
14
日
㈰　

南
画
展
示
室（
２
階
）

　

旧
暦
６
月
10
日
は
田
能
村
竹
田

（
１
７
７
７
～
１
８
３
５
）
の
誕
生

日
で
す
。
今
回
の
生
誕
記
念
展
の
テ

ー
マ
は
「
竹
田
と
杏
雨
」
で
す
。
竹

田
作
品
の
ほ
か
、
竹
田
に
直
接
画
技

の
指
導
を
受
け
た
帆
足
杏
雨
（
１
８

１
０
～
１
８
８
４
）
青
年
期
の
作
品

を
中
心
に
、
大
分
県
立
美
術
館
所
蔵

の
「
雪
景
山
水
図
」
や
大
分
市
美
術

館
所
蔵
の
「
松
下
納
涼
図
」「
設
色

花
鳥
図
」
な
ど
代
表
作
を
展
示
し
ま

す
。

⃝

テ
ー
マ
展
示『
竹
歴
で「
滝
」め
ぐ
り
』

６
月
19
日
㈮
～
８
月
２
日
㈰

　

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
く
る
予

感
。
歴
史
資
料
館
で
心
か
ら
「
涼
」

を
感
じ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
て

は
？
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
浴
び
れ
る

か
は
あ
な
た
の
心
意
気
次
第
。「
滝
」

の
あ
る
豊
後
南
画
の
名
作
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館　
☎
63-

２
２
０
０

〔
開
館
時
間
〕午
前
９
時
～
午
後
５
時

〔
休
館
日
〕
６
月
１
日
、８
日
、15
日
、

22
日
、
29
日

〔
入
館
料
〕
無　

料

⃝

第
17
回
虹
の
会
・
き
つ
つ
き
の
会

木
版
画
交
流
展　
５
月
26
日
㈫
午
後

～
６
月
７
日
㈰

　

熊
本
の
虹
の
会
と
竹
田
の
き
つ
つ

き
の
会
に
よ
る
版
画
交
流
展
。
両
会

の
会
員
に
よ
る
版
画
作
品
を
展
示
。

※
６
月
８
日
以
降
の
展
示
予
定
は
未

定
で
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館
で
展
示
会

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

別
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

は
、
展
覧
会
や
作
品
の
創
作
活
動
を

行
っ
て
い
る
市
民
等
の
発
表
の
場
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
あ
な

た
も
作
品
を
水
琴
館
で
展
示
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
歴
史
資
料
館
で
は
随
時

利
用
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
個

人
の
利
用
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
利
用
料

金
や
空
き
状
況
な
ど
、
詳
細
は
水
琴

館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
利
用
目
的
〕

　

絵
画
、
彫
刻
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ

ョ
ン
、
デ
ザ
イ
ン
、
ク
ラ
フ
ト
、
工

芸
（
陶
芸
や
染
め
物
な
ど
）、
書
、

写
真
、
映
像
、
生
け
花
等
の
作
品
や

歴
史
等
の
研
究
成
果
。

〔
利
用
料
金
〕

　

半
日
１
１
０
円
（
※
冷
暖
房
使
用

時
は
55
円
を
加
算
）

現
在
の
空
き
状
況
（
※
５
月
12
日
現

在
）
６
／
９
～
７
／
５
、７
／
22
～

８
／
12
、
９
／
８
～
10
／
４
、１
～

３
月　

※
予
約
は
半
年
前
（
１
月
の

場
合
は
８
／
１
〜
）受
付
を
し
ま
す
。

問
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

☎
０
９
７
４-

63-

２
２
０
０

 

イ
ベ
ン
ト
・
行
事

⃝

ま
る
ご
と
博
物
館
ゆ
か
り
の

地
め
ぐ
り
〔
久
住
篇
〕

日
時　
６
月
17
日
㈬　

豊
後
竹
田
駅

前　

午
前
８
時
30
分
集
合

場
所　
久
住
地
域
の
各
地
区
、銅
像
、

石
碑
め
ぐ
り
６
か
所

参
加
料　
８
０
０
円（
６
／
14
締
切
）

問
岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会

☎
62-

４
１
０
０

たけたん情報

平成27年度　地区巡回健診日程表
お住まいの地区の巡回健診日を確認しましょう

   月　日 曜日 地域・地区 場　　　　所
6月　2日 火 荻

荻福祉健康エリア6月　3日 水 荻
6月　4日 木 荻
6月　5日 金 荻
6月　9日 火 菅生 菅生分館
6月11日 木 宮砥 宮砥分館
6月12日 金 嫗岳 嫗岳分館
6月14日 日 松本 竹田南部中学校
6月15日 月 玉来 玉来分館6月16日 火 玉来
6月18日 木 明治 竹田市総合社会福祉センター
6月20日 土 入田 祖峰小学校
6月21日 日 荻 荻福祉健康エリア
6月22日 月 岡本 岡本分館（旧岡本小学校）
7月　1日 水 直入 直入山村交流センター
7月　2日 木 直入 直入公民館7月　3日 金 直入
7月　4日 土 宮城 宮城台小学校

＊受付時間は 8：00 ～ 10：00
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年　
金

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

　

年
金
の
『
振
込
通
知
書
』
を
６
月

に
お
送
り
し
ま
す
。

　
『
年
金
振
込
通
知
書
』（
は
が
き
）は
、

金
融
機
関
な
ど
の
口
座
振
込
で
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
本

年
６
月
か
ら
翌
年
４
月
ま
で
の
偶
数

月
に
お
支
払
い
す
る
年
金
額
を
ま
と

め
て
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。 

　

な
お
、
会
社
に
お
勤
め
さ
れ
て
い

る
場
合
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
年
金

の
お
支
払
い
が
行
わ
れ
て
い
な
い
方

に
は
「
年
金
振
込
通
知
書
」
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
が
「
改
定
通
知
書
」
は

送
付
さ
れ
ま
す
。

問
大
分
年
金
事
務
所　
（
お
客
様
相

談
室
）　

☎
０
９
７-

５
５
２-

１
２

１
１

 

消
費
者
行
政

消
費
生
活
相
談
窓
口
か
ら
の
注
意
喚
起

プ
リ
カ
詐
欺
に
注
意

　

プ
リ
カ
詐
欺
と
は
「
業
者
に
ア
ダ

ル
ト
サ
イ
ト
の
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求

や
架
空
請
求
等
に
よ
り
料
金
を
請
求

さ
れ
、
そ
の
支
払
い
手
段
と
し
て
サ

ー
バ
型
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
購
入

を
指
示
さ
れ
、
要
求
さ
れ
る
ま
ま
に

カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
番
号
等
を
伝

え
て
し
ま
っ
た
」
と
い
っ
た
相
談
の

よ
う
に
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
購

入
を
指
示
す
る
手
口
で
す
。

　

サ
ー
バ
型
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の

場
合
、
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
番
号

等
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
は
、
購
入

し
た
価
値
を
相
手
に
全
て
渡
し
た
こ

と
と
同
じ
で
す
。
後
に
な
っ
て
架
空

請
求
等
に
よ
り
騙
さ
れ
た
こ
と
に
気

づ
い
て
も
、
一
旦
相
手
に
渡
し
た
価

値
を
取
り
戻
す
こ
と
は
非
常
に
困
難

で
す
。
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
簡
単

に
応
じ
な
い
よ
う
に
し
、
不
安
に
思

っ
た
と
き
は
ま
ず
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口
（
竹
田
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）
☎
63-

４
８

３
４　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
月
～
金　

平
日
の
み
）
／
大
分
県

消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

（
ア
イ
ネ
ス
）
☎
０
９
７-

５
３
４-

０
９
９
９

 

水　
道

６
月
１
日
㈪
～
７
日
㈰
は
、「
水

道
週
間
」
で
す

　

竹
田
市
上
水
道
事
業
で
は
、
水
道

週
間
期
間
中
、
竹
田
市
管
工
事
協
同

組
合
の
協
賛
に
よ
り
、
給
水
設
備
の

点
検
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

健
康
に
直
接
影
響
す
る
水
道
水
の

水
質
基
準
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
水
道
課
で
は
安
全
な
水
の

供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

貯
水
槽
を
使
用
し
て
各
戸
に
給
水

し
て
い
る
場
合
は
、
タ
ン
ク
の
清
掃

や
定
期
的
な
水
質
検
査
等
、
適
正
な

管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
毎
月
1
日
か
ら
10
日
の
間
、

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
っ
て
い

ま
す
。
量
水
器
の
上
に
物
を
置
い
た

り
、
犬
の
放
し
飼
い
を
し
な
い
よ
う

に
し
、
検
針
業
務
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
竹
田
市
水
道
課　

☎
63-

１
０

４
６

 

福　
祉

保
育
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

　
保
育
士
と
し
て
働
き
た
い
方
お
待
ち
し

て
ま
す
！

　

保
育
の
職
場
の
就
職
を
希
望
さ
れ

る
方
々
を
対
象
に
、
下
記
の
と
お
り

「
保
育
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

対　
象　
保
育
所
等
に
就
労
を
希
望

す
る
方
、
保
育
士
養
成
施
設
の
在
学

生
の
方

日　
時　
６
月
28
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分
（
受
付
午
後
１

時
～
）

場　

所　

大
分
県
社
会
福
祉
介
護

研
修
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
明
野
東
３

丁
目
４
番
１
号
）

内　

容　
就
職
面
談
・
各
種
相
談
・

情
報
の
各
コ
ー
ナ
ー

参
加
料　
無　

料

そ
の
他　
無
料
託
児
所
あ
り
（
満
１

歳
以
上
、
要
予
約
）

主　
催　
大
分
県
、
大
分
市
、
大
分

労
働
局
、
大
分
公
共
職
業
安
定
所
、

大
分
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー
（
大
分
県
保
育
連
合
会
）、
大

分
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

問
大
分
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援

セ
ン
タ
ー　
☎
０
９
７-

５
５
１-

５

５
１
３

「
竹
田
市
す
こ
や
か
支
援
計
画
」

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

　

今
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
お
い
て
、

地
域
の
需
給
に
応
じ
た
子
育
て
支
援

を
推
進
す
る
た
め
本
年
3
月
に
策
定

し
た「
竹
田
市
す
こ
や
か
支
援
計
画
」

を
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

地
域
で
の
子
育
て
へ
の
取
り
組
み

及
び
子
育
て
支
援
の
推
進
に
ご
協
力

と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
子
育
て
支

援
係　
☎
０
９
７
４-

63-

４
８
１
１

Taketa  Information

お客様に愛される市役所へ！
市本庁１階に「総合案内窓口」
を開設
　行政サービスの充実を図ろうと、
５月１日から竹田市本庁舎１階市民
ロビーフロアに「総合案内窓口」を
開設しました。
　「どこの課に行ったら良いかわか
らない」　「竹田の観光地、行事等を
知りたい」等、もし迷ったら、まず
は総合案内窓口の職員にお声かけく
ださい。

（なお、試行期間につき当面職員の在席は朝
１時間、午後１時間となります）
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人　
権

人
権
学
習
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
に
と
ら
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
が
更

生
し
、
社
会
復
帰
す
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
何
か
を
考
え
ま
す
。

日　
時　
６
月
10
日
㈬
午
後
３
時
～

会　
場　
竹
田
市
本
庁
３
階
会
議
室

内　
容　
人
権
学
習
学
級

　

演
題 「
刑
余
者
の
支
援
に
つ
い
て

　
　

<

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
の

　
　

人
権>

」

　

講
師　
社
会
福
祉
士

　
　
　
　
　
　

河
野　

雄
三
さ
ん

※
ど
な
た
で
も
受
講
可
。
受
講
希
望

者
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課　
☎
63-

４
８
１
７

 

相　
談

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

人
権
特
設
な
ん
で
も
相
談
所

日　
時　
６
月
１
日
㈪
午
前
10
時
～

午
後
３
時

会　
場　
竹
田
会
場
（
竹
田
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）、
荻
会
場
（
荻

福
祉
健
康
エ
リ
ア
）、久
住
会
場
（
久

住
支
所
会
議
室
）、
直
入
会
場
（
直

入
公
民
館
）

担
当
者　
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

　
１
１
０
番
」
相
談
強
化
週
間

日　

時　

６
月
22
日
㈪
～
28
日
㈰

〔
平
日
〕午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

〔
土
・日
〕午
前
10
時
～
午
後
５
時

電
話
番
号　
０
１
２
０-

０
０
７-

１

１
０　
（
全
国
共
通
・
無
料
）

内　
容　
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
や

体
罰
・
児
童
虐
待
、
子
ど
も
の
人
権

に
関
す
る
こ
と
等

担
当
者　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

職
員

問
大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
７-

５
３
２-

３
３
６
８

お
気
軽
に
！
「
聞
こ
え
と
こ
と
ば

の
巡
回
教
育
相
談
会
」

日　
時　
８
月
５
日
㈬
午
後
９
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分

会　

場　

竹
田
教
育
事
務
所
31
会

議
室

内　
容　
育
児
や
学
習
、
生
活
に
つ

い
て
の
相
談
、
就
学
や
転
学
に
つ
い

て
の
相
談
、
聴
覚
障
が
い
教
育
に
関

す
る
情
報
提
供
、
医
療
・
福
祉
・
保

健
・
教
育
機
関
等
と
の
連
携
等

対　
象　
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
お

子
様
及
び
そ
の
関
係
者

申
込
方
法　
県
立
聾
学
校
へ
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
７
月
17
日
㈮

　

申
込
者
と
担
当
と
で
打
ち
合
わ
せ
、

　

時
間
等
を
決
定
し
ま
す
。

相
談
料　
無　

料　
※
秘
密
厳
守

問
大
分
県
立
聾
学
校　

☎
０
９
７-

５
４
３-

２
０
４
７　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７

-

５
４
６-

２
１
１
１

 

就　
職

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た

「
お
お
い
た
魅
力
企
業
♪
合
同

企
業
説
明
会
２
０
１
６
」

日　
時　
６
月
17
日
㈬
・
18
日
㈭
午

後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

場　
所　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
Ｆ
多

目
的
ホ
ー
ル
（
大
分
市
府
内
町
）

対　
象　
来
春
卒
業
予
定
者
（
大
学

院
、
大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
門
学

校
生
）
及
び
既
卒
３
年
以
内

参
加
企
業　
60
社
（
１
日
30
社
）

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
お

お
い
た
就
職
す
る
ね
っ
と
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
総
合
雇
用
推
進
協
会　

☎
０
９
７-

５
４
８-

５
７
７
１

 

国　
保

交
通
事
故
等
に
あ
っ
た
と
き
に
は

必
ず
届
出
を

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
加
入

者
が
交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
、

第
三
者
（
加
害
者
）
の
行
為
に
よ
っ

て
治
療
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
治
療

費
は
加
害
者
が
全
額
負
担
す
る
の
が

原
則
で
す
。

　

し
か
し
、
届
出
を
す
る
と
国
保
で

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
国
保
が
、
加
害
者
に
代

わ
っ
て
一
時
的
に
治
療
費
を
立
替
え

て
支
払
い
、
後
で
加
害
者
に
そ
の
立

替
え
分
を
請
求
し
ま
す
。

　

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

た
り
、示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
う
と
、

国
保
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
示
談
を
す
る
前
に
、
必

ず
竹
田
市
保
険
健
康
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
届
出
に
必
要
な
も
の

たけたん情報
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印
か
ん
、
保
険
証
、
事
故
証
明
書

　
（
交
通
事
故
の
場
合
）

○
届
出
先　
保
険
健
康
課
、
ま
た
は

　

各
支
所
い
き
い
き
市
民
課

問
竹
田
市
保
険
健
康
課　

国
保
・

高
齢
者
医
療
係　

☎
63-

１
１
１
１

（
内
線
１
７
７・１
７
８・１
７
９
）

 

住
宅
改
修
を
お
考
え
の
方
へ

応
援
し
ま
す
「
安
心
な
住
ま
い
」

　

竹
田
市
で
は
、
住
宅
の
改
修
工
事

等
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
「
補
助
事

業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
高
齢
者
・
子
育
て
世
帯
リ
フ
ォ
ー

ム
支
援
事
業

【
高
齢
者
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型
】

世
帯
要
件　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

い
る
世
帯
で
世
帯
員
全
員
の
前
年
の

所
得
総
額
が
３
５
０
万
円
未
満
（
高

齢
者
と
高
齢
者
以
外
か
ら
な
る
世
帯

の
収
入
に
は
、公
的
年
金
等
を
除
く
）

補
助
対
象　
高
齢
者
用
の
寝
室
の
増

築
及
び
内
装
改
修
工
事
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
等
で
30
万
円
以
上
の

も
の

補
助
金
額　
補
助
対
象
工
事
費
の
20

％
（
限
度
額
30
万
円
）

募
集
戸
数　
３
戸

問
・
■申
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課　

☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
）

【
子
育
て
支
援
型
】

世
帯
要
件　
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が

い
る
世
帯
で
世
帯
員
全
員
の
前
年
の

所
得
総
額
が
６
０
０
万
円
未
満

補
助
対
象　

子
ど
も
部
屋
の
増
築
、

間
取
り
の
変
更
、
内
装
改
修
工
事
等

で
30
万
円
以
上
の
も
の

補
助
金
額　
補
助
対
象
工
事
費
の
20

％
（
限
度
額
30
万
円
）

募
集
戸
数　
２
戸

問
・
■申
竹
田
市
社
会
福
祉
課　

☎

63-

１
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

◇
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

補
助
対
象　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
一
戸
建
て
住

宅
（
併
用
住
宅
で
、
住
宅
部
分
の
面

積
が
１
／
２
以
上
の
も
の
を
含
む
）

補
助
金
額　
〔
耐
震
診
断
〕 

診
断
費

用
の
２
／
３
（
上
限
３
万
円
）

〔
耐
震
改
修
〕　
改
修
費
用
の
２
／
３

（
上
限
80
万
円
）

募
集
戸
数　
各
２
戸

問
・
■申
竹
田
市
建
設
課　
☎
63-

１

１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

募
集
期
間　
６
月
１
日
㈪
～
９
月

30
日
㈬　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

※
申
請
書
受
付
順
。
詳
細
に
つ
い

て
は
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。

 

労
働
保
険

「
労
働
保
険
年
度
更
新
」を
お
知

ら
せ
し
ま
す

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
年
度
更

新
手
続
き
期
間
中
に
前
年
度
の
保
険

料
の
確
定
精
算
を
行
う
と
と
も
に
、

新
年
度
の
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納

付
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
年
度
更
新
手
続
期
間

に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
６
月
１
日

㈪
か
ら
平
成
27
年
７
月
10
日
㈮
迄
で

す
。

　

年
度
更
新
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

大
分
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
、
ま

た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
７-

５
３
６-

７
０
９
５

 

宝
く
じ

夏
だ
！
祭
り
だ
！
大
盤
振
る
舞
い
!!

『
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
は
、１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て

７
億
円
。』

１
等　
５
億
円
×
23
本
（
発
売
総
額

６
９
０
億
円
・
23
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

前
後
賞　
各
１
億
円
×
46
本
（
発
売

総
額
６
９
０
億
円
・
23
ユ
ニ
ッ
ト
の

場
合
）

『
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０
０
０

万
円
と
同
時
発
売
。』

１
等　
７
０
０
０
万
円
×
１
１
０
本

（
発
売
総
額
３
３
０
億
円
・
11
ユ
ニ

ッ
ト
の
場
合
）

○
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。

○
発
売
期
間
は
平
成
27
年
７
月
８
日

㈬
か
ら
31
日
㈮
ま
で

問
公
益
財
団
法
人
大
分
県
市
町
村

振
興
協
会
事
務
局　

☎
０
９
７-

５

７
４-

９
４
５
７

Taketa  Information
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裁
判
所
か
ら
お
知
ら
せ

『
不
動
産
競
売
物
件
情
報
サ
イ
ト

（
Ｂ
Ｉ
Ｔ
）』
が
新
し
く
な
り
ま

し
た

 

そ
も
そ
も
Ｂ
Ｉ
Ｔ
と
は
？

　

Ｂ
Ｉ
Ｔ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
競
売
物
件
に
関
す
る
情
報
、
売

却
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
売
却
結
果
な

ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
「http://bit.sikkou.jp/

」

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

 

Ｂ
Ｉ
Ｔ
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
Ｂ
Ｉ
Ｔ

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
画
面
レ
イ

ア
ウ
ト
が
大
き
く
変
わ
っ
た
他
、
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
新
着
の
競
売
物
件
・

売
却
結
果
情
報
の
有
無
が
掲
載
さ
れ

る
な
ど
、利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

問
大
分
県
地
方
裁
判
所
事
務
局
総

務
課　
☎
０
９
７-

５
３
２-

７
１
６

１
（
内
線
６
１
２
）

 

商
品
券

20
％
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を

販
売
し
ま
す
！

　

竹
田
商
工
会
議
所
・
九
州
ア
ル
プ

ス
商
工
会
で
は
、
竹
田
市
市
制
合
併

10
周
年
を
記
念
し
て
「
20
％
プ
レ
ミ

ア
ム
（
割
増
）
付
〝
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
〟」
を
販
売
し
ま
す
。

【
地
域
商
品
券
の
概
要
】

発
行
冊
数　
４
６
、０
０
０
冊
（
１
冊

１
、０
０
０
円
券
×
12
枚　
１
２
、０
０

０
円
分
）

販
売
価
格　
１
冊
１
０
、０
０
０
円

販
売
開
始
日　
７
月
１
日
㈬
か
ら
売

り
切
れ
次
第
販
売
終
了

販
売
場
所
・
時
間

 

・
旧
岡
本
屋
呉
服
店
（
本
町
バ
ス
停

前
）午
前
９
時
～
午
後
５
時　
※
土・

日
・
祝
日
を
除
く

 

・
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
及
び
各
支

所　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

※

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

有
効
期
限　
平
成
27
年
７
月
１
日
㈬

～
12
月
31
日
㈭

販
売
限
度
額　
お
１
人
様　

10
万
円

ま
で

問
竹
田
商
工
会
議
所　
☎
63-

３
１

６
１
、九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
（
久
住

本
所
）　
☎
76-

０
１
５
１

 

募　
集

長
湯
温
泉
入
浴
効
果
の
実
証
事
業

長
湯
温
泉
【
３
泊
４
日
プ
チ
湯

治
】
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

長
湯
に
浸
か
っ
て
、
免
疫
力
と
美

肌
力
に
磨
き
を
か
け
よ
う
！

　

日
頃
よ
り
長
湯
温
泉
を
ご
愛
顧
い

た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

長
湯
温
泉
で
は
、
温
泉
入
浴
効
果
実

証
調
査
の
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
参
加
者

を
募
集
中
で
す
。

　

次
の
「
参
加
条
件
」
等
を
ご
了
承

い
た
だ
け
る
方
の
お
申
込
み
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

目　

的　

長
湯
温
泉
の
入
浴
に
よ

る
体
の
健
康
へ
の
改
善
を
医
学
的
に

検
証
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

温
泉
に
よ
る
効
果
を
こ
れ
か
ら
の
長

湯
温
泉
の
Ｐ
Ｒ
に
生
か
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
感
覚
的
な
療
養
効

果
は
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

は
科
学
的
な
根
拠
を
解
明
し
、
地
域

の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
の
元
と

な
る
事
業
で
す
。

【
宿
泊
プ
チ
湯
治
】

　
「
３
泊
４
日
の
プ
チ
湯
治
滞
在
」
に

よ
る
体
の
改
善
デ
ー
タ
の
収
集
を
す

る
た
め
、
滞
在
中
の
生
活
や
入
浴
方

法
等
を
説
明
し
、
検
査
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
食
事
は
健
康
湯
治

食
を
ご
用
意
。
３
泊
８
食
の
モ
ニ
タ

ー
と
な
り
ま
す
。
現
地
集
合
の
現
地

解
散
が
可
能
で
、
男
女
の
夫
婦
ペ
ア

等
で
の
参
加
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

○
モ
ニ
タ
ー
参
加
条
件

①
長
湯
温
泉
に
入
浴
療
養
に
通
っ
た

　

こ
と
が
無
い
方
、
も
し
く
は
暫
く

　

長
湯
温
泉
に
入
浴
し
て
い
な
い
方

②
持
病
を
持
っ
て
お
ら
ず
医
者
か
ら

　

入
浴
を
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
方

③
採
血
日
に
会
場
に
集
合
し
て
い
た

　

だ
き
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方

○
参
加
費
用

　

プ
チ
湯
治
モ
ニ
タ
ー
（
30
～
70
代

の
健
康
な
男
女
）
は
、
宿
泊
代
金
及

び
食
事
代
は
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会

が
負
担
い
た
し
ま
す
（
モ
ニ
タ
ー
参

加
料
は
無
料
）。

○
実
施
日
時

　
８
月
31
日
㈪
午
後
２
時
～

　
３
泊
４
日
プ
チ
湯
治
モ
ニ
タ
ー

　
（
採
血
・
各
種
測
定
・
説
明
会
）

　

～
９
月
３
日
㈭
午
前
10
時

　
３
泊
４
日
プ
チ
湯
治
モ
ニ
タ
ー

　
（
採
血
・
各
種
測
定
・
ア
ン
ケ
ー

　

ト
記
入
）
～
解
散

○
モ
ニ
タ
ー
調
査
実
施
者

　

松
田
忠
徳
氏 （
文
学
博
士
・
医
学

博
士
、
グ
ロ
ー
バ
ル
温
泉
医
学
研
究

所
所
長
・
モ
ン
ゴ
ル
国
立
医
科
大
学

教
授
）

○
応
募
方
法

　

モ
ニ
タ
ー
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
６
月
30
日
㈫
必
着

で
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
直
入
支
所

へ
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】０
９
７
４-

75-

２
１
５
６

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー

参
加
依
頼
者
に
は
、
九
州
ア
ル
プ
ス

商
工
会
か
ら
直
接
ご
連
絡
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
直
入
支
所

☎
０
９
７
４-

75-

２
０
２
０

たけたん情報

地域おこし協力隊・甲斐哲哉さんの作品展が開催されます !
café grandpa × TAC　「甲斐哲哉 蒼い記憶 竹田展」
会　期：2015 年６月６日㈯、７日㈰、14 日㈰、20 日㈯、
　　　　21 日㈰、28 日㈰【全６日間】11：00 ～ 17：00
会　場：café grandpa（竹田市大字竹田 1958 番地）
入場料：１ドリンクオーダー制／飲み物と一緒に作品と空
　　　　間をゆっくりお楽しみください。
主　催：café grandpa、TAKETA ART CULTURE（竹田アート
　　　　カルチャー実行委員会）
問　TAKETA ART CULTURE　（☎ 090-4439-5216）
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竹
田
よ
し
み
会
員
募
集

　

竹
田
市
出
身
の
童
謡
童
話
作
家
、

佐
藤
義
美
先
生
の
顕
彰
会
「
竹
田
よ

し
み
会
」
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
会
費
は
年
２
千
円
で
す
。

詳
し
く
は
佐
藤
義
美
記
念
館
（
☎
63

-

２
６
５
０
）

 

行
政
相
談

退
任
の
行
政
相
談
委
員
に
感
謝
状   

　
４
月
27
日
、
退
任
す
る
行
政
相
談

委
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

３
月
31
日
付
け
で
退
任
し
た
の

は
、
10
年
間
委
員
を
務
め
た
太
田
正

一
さ
ん(

荻
町)

と
、
８
年
間
務
め

た
小
河
晴
義
さ
ん
（
入
田
）
の
２
人
。

市
民
の
抱
え
る
問
題
の
解
決
や
要
望

の
実
現
に
向
け
て
活
動
す
る
、
地
域

住
民
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
分
県
行
政

評
価
事
務
所
の
高
江
洲
辰
也
所
長
が
、

感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
感
謝
状
を
手

渡
し
ま
し
た
。

求人
情報

ハローワーク豊後大野　竹田市ふるさと
ハローワーク　問　☎63-1101

①調剤薬局事務員 1 人 12.3 ～ 16 万円　②調
理員１人 12.3 ～ 14.9 万円　③レストラン接
客１人 18 ～ 25 万円　④清掃スタッフ 1 人
18 ～ 20 万円　⑤栄養士２人 17 ～ 22 万円　
⑥ホールスタッフ１人 20 ～ 30 万円　⑦工業
作業員１人 17 万円　⑧トラック運転手１人
20 ～ 25.5 万円　⑨受付事務員１人 14.4 万円
⑩警備員 10 人 14.7 ～ 18.4 万円　⑪正看護
師１人 18.9 ～ 22 万円　⑫製造スタッフ２人
17.2 ～ 18.2 万円　

〔パート求人（時給）〕
⑬事務・販売員１人 700 円　⑭調理員２人
680 ～ 750 円　⑮接客・レジ担当１人 700 円
⑯販売員１人 700 ～ 850 円　⑰販促担当３人
700 円　⑱洗浄・片付け１人 700 円　⑲駐車
場警備員 1 人 900 ～ 1000 円　⑳世話人２人
800 円　㉑清掃員３人 690 ～ 710 円　㉒配送
員１人 800 円　㉓農作業員４人 800 円　㉔品
出し業務 1 人 750 円

Taketa  Information

問＝お問い合わせ先　■申＝お申し込み先

↑高江洲所長、太田さん、小河さん、野田副市長（写真
左から）

　「第 27 回さとうよしみ竹田童謡祭」が 4 月 29 日、 竹田市総合社会福
祉センターおよび周辺で開催されました。
　会場では絵本の読み聞かせやパネルシアター、手品、働く車コーナー、
犬のおまわりさんドームなど、様々な催し物が行われました。 メイン
イベントとして、NPO 法人日本国際童謡館専属歌手、そがみまこさん
＆ DOYO 組の「童謡コンサート」が行われました。みまこお姉さんは、「犬
のおまわりさん」や「アイスクリームのうた」、「おすもうくまちゃん」、

「グッドバイ」など、佐藤義美作曲の童謡を中心とした童謡曲を次々と
披露。会場の子どもたちは、一緒に歌いながら楽しい時間を過ごしてい
ました。

↑観客全員合唱でフィナーレ　（前列、さとうよしみ合唱団）

「
第
27
回
さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
」

「
犬
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」を

み
ん
な
で
合
唱
！



広報たけた 平成 27 年6 月号 24

休日当番院情報

答
え
は
子
ど
も
が

　
　
　
教
え
て
く
れ
る

　

私
た
ち
は
、
子
ど
も
の
育
ち
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
子
ど
も
を

育
み
や
す
い
地
域
社
会
の
構
築
を
応

援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
竹
田

市
で
何
度
か
子
育
て
に
関
す
る
講
演

会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
と
て
も

心
強
い
助
っ
人
と
共
演
で
き
る
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

6
月
26
日
金
曜
日
18
時
半
よ
り
、

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

て
、
東
京
で
御
活
躍
さ
れ
て
い
る
原

き
よ
さ
ん
（
朗
読
家
、ナ
レ
ー
タ
ー
、

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
と
の
共
演

で
の
市
民
講
演
会
で
す
。

　

原
さ
ん
は
大
分
市
出
身
で
、
私
と

は
中
学
の
同
級
生
で
す
。
竹
田
市
在

住
の
共
通
の
恩
師
と
の
つ
な
が
り
で

実
現
が
決
ま
り
ま
し
た
。
原
さ
ん
の

講
演
タ
イ
ト
ル
は
「
答
え
は
子
ど
も

が
教
え
て
く
れ
る
」。
不
器
用
な
が

ら
す
て
き
な
子
ど
も
達
が
活
躍
す
る

種
々
の
絵
本
の
紹
介
を
介
し
て
、
子

ど
も
は
一
人
ひ
と
り
、
み
ん
な
違
う

こ
と
、
そ
し
て
子
育
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
対
し
て
、「
答
え
は
子
ど

も
が
教
え
て
く
れ
る
」
こ
と
を
伝
え

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
「
原
き
よ
ワ

ー
ル
ド
」
を
、
竹
田
市
で
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。

　

私
の
講
演
タ
イ
ト
ル
は
、「
個
性

の
強
い
子
、
落
ち
着
き
の
な
い
子
、

引
っ
込
み
思
案
な
子
、
ガ
キ
大
将
、

苦
手
分
野
の
多
い
子
。
ぜ
～
ん
い
ん

が
、
将
来
の
竹
田
を
支
え
る
原
石
な

ん
で
す
！
」
と
し
ま
し
た
。
子
ど
も

を
型
に
は
め
て
、
そ
こ
に
お
さ
ま
ら

な
い
子
を
劣
等
生
扱
い
す
る
の
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
分
野
で
大

成
し
う
る
度
量
を
も
っ
た
竹
田
市
で

あ
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
を
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
自
身
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま

す
。6
月
26
日
、大
勢
の
市
民
の
方
々

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お
来
し
く
だ

さ
い
。

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・
小

児
科
分
野　

是
松
聖
悟.

）

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

6/　7㈰ ふじさわ歯科医院〔竹田〕 0974-64-1118
6/14㈰ 長湯ごとう歯科 〔直入〕 0974-75-3001
6/21㈰ まつもと歯科クリニック〔竹田〕 0974-62-2400
6/28㈰ 竹田市荻歯科診療所〔荻〕 0974-68-3263
7/　5㈰ 久住加藤医院　歯科診療部〔久住〕 0974-76-0008
7/12㈰ 長湯ごとう歯科〔直入〕 0974-75-3001

　※診療時間 9：00 ～ 12：00（受付 11：30 まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151 
　　　　　　　　　　http:www.oita-dental-a.or.jp/

休日及び夜間の在宅当番医院
大久保病院　☎ 64-7777

〔受付時間〕平日夜間 18：00 ～ 21：00、土曜日 13：00 ～ 21：00、
　休日 8：30 ～ 21：00
竹田医師会病院　☎ 63-3241 

〔受付時間〕　平日 18：00 ～ 21：00、土曜日 13：00 ～ 21：00、
　日曜・祝祭日 8：30 ～ 21：00
※原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科輪番病
　院を受診してください。
※なお、これまでどおり上記以外の曜日や時間帯についても電
　話相談していただいて、診察可能と判断できれば可能な限り
　対応いたします。

注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこ
　　　　　　で診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ電話
　　　　　　連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

6/　6㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

6/　7㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

6/13㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

6/14㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

6/20㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

6/21㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

6/27㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

6/28㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

7/　4㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

7/　5㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8：30 ～ 11：30（こども診療所は 9：00 ～ 11：30） 
診療時間　9：00 ～ 12：00（三重東クリニックは 8：30 ～ 12：00）
　※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところ
　　があります。
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合がありま
す。あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお
電話で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの
場合は、あらかじめ用意されて約束処方となることがあります
ので、ご了承ください。

第11 回 出 張 ！

えがおの子育て

小児科
――地域医療・小児医療の視点から――
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福　祉

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
』

〔
支
給
対
象
者
〕

　

次
の
ど
ち
ら
の
要
件
も
満
た
す
方
が
対
象

　

で
す
。

　

①
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
を
受
給

　

②
平
成
26
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得

　
　

制
限
限
度
額
未
満
の
方

　

※
特
例
給
付
（
５
千
円
）
の
受
給
者
は
除

　
　

き
ま
す
。

〔
支
給
額
〕

　

・
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
、
３
千
円

〔
申
請
期
間
〕 

　

平
成
27
年
６
月
1
日
㈪
～
11
月
30
日
㈪
必
着

〔
提
出
書
類
〕

　
・
支
給
申
請
書
等
児
童
手
当
現
況
届
に
同

　
封
し
ま
す
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
子
育
て

支
援
事
業
の
周
知
と
子
育
て
支
援
の
推
進
の

た
め
、
未
就
学
児
の
い
る
ご
家
庭
に
「
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
に
利
用
で
き
る
「
お
お

い
た
子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー
ポ
ン(

プ
ラ
ス
＋)

」

を
配
布
し
ま
す
。

　

申
請
書
等
は
児
童
手
当
現
況
届
・
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
申
請
書
と
併
せ
て
郵

送
い
た
し
ま
す
。
案
内
が
届
き
ま
し
た
ら
、

是
非
申
請
い
た
だ
き
、
お
気
軽
に
「
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
竹
田
市
に
ご
住
所
の
あ
る
お
子
さ

ん
の
い
る
ご
家
庭
で
、
公
務
員
の
方
や
竹
田

市
以
外
で
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

等
、
現
況
届
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
に
つ
い

て
も
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
お
子
さ
ん
が
竹
田
市
以
外
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
は
、
お
子
さ
ん
の
住
所
地

に
て
申
請
と
な
り
ま
す
。

※
竹
田
市
へ
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
の
必

要
が
な
い
方
で
、「
子
育
て
世
帯
特
例
臨
時
給

付
金
」、「
お
お
い
た
子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー
ポ

ン
」
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付

　

昨
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
改
定
に
伴
う

影
響
を
踏
ま
え
、
本
年
度
も
『
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
』
を
該
当
す
る
方
に
支
給

し
ま
す
。

　

申
請
書
等
は
児
童
手
当
現
況
届
と
併
せ
て

郵
送
い
た
し
ま
す
。
案
内
が
届
き
ま
し
た
ら
、

早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
は
平
成
27
年
６
月
の
児
童
手

当
を
受
給
さ
れ
る
方
（
公
務
員
含
む
）
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
受
給
者
の
住
所
地
で
の
申

請
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
手
当
を
失
念
等
で
受
給
し
て

い
な
い
等
で
現
況
届
の
対
象
と
な
ら
な
い
方

に
つ
い
て
も
、
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

児童手当所得制限限度額（参考）
扶養親族等
の人数　　

所得額
（万円） 備　考

0 人 622
扶養親族等
1 人につき
38 万円ずつ
加算

1 人 660

2 人 698

3 人 736

（支給）平成27年10月中旬頃から順次
支給予定です。

「児童手当現況届」
をお忘れなく

　現況届は、児童手当等の受給者の毎年６
月１日の状況を把握し、６月以降の児童手
当等を引き続き受け取る要件（児童の監督
や保護、生計同一関係など）を満たしてい
るかどうかを確認するためのものです。
　提出がない場合には、６月以降の手当が
受けられなくなります。
　対象者には６月上旬頃書類を郵送します
ので、６月末までに提出をお願いします。

●お問い合せ　竹田市社会福祉課子育て支
　援係　☎ 63-4811

お
お
い
た
子
育
て
ほ
っ
と

ク
ー
ポ
ン
活
用
事
業

『おおいた子育てほっとクーポン活用事業』
〔支給対象者等〕
①「子育てほっとクーポン」：平成27年4月1日以降に生まれたお子さんのいるご家庭を対象に、
　お子さんの 3 歳の誕生日の前日までが有効期間です。
②「子育てほっとクーポンプラス＋」：平成27年3月31日までに生まれた未就学のお子さんの
　いるご家庭を対象に、平成28年3月31日までを申請期間とし、交付の日から平成30年3月31
　日まで使用できます。

〔事業内容等〕
　対象児童１人あたり 10,000 円相当のクーポンを配布します。

〔子育てサービス〕
　保育所（園）で行う一時預かり、病児・病後児保育室「すずめの子たけた」、子育てサポー
　トセンター「ゆめいかだ」、育児用月刊誌配本事業、インフルエンザ予防接種、自由診療に
　よるフッ素塗布等。詳細はクーポン配付時にお知らせします。

〔交付 )　平成 27 年 8 月頃簡易書留で郵送予定です。
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ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
「
国
際
イ
ベ
ン
ト
」
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

Ｅ
Ａ
Ｔ　
Ｅ
Ａ
Ｔ　
Ｅ
Ａ
Ｔ

　

今
年
は
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

市
の
１
０
０
０
年
記
念
祭
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

市
の
お
招
き
に
よ
り
、
交
流
の
あ
る

竹
田
市
か
ら
参
加
が
可
能
な
料
理
人

１
名
、音
楽
家
１
名
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
旅
行
費
用
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ

ヒ
市
が
一
部
補
助
し
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
現
地
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
レ
ベ
ル
の
英
語
能

力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な

り
ま
す
。

料
理
人　
食
材
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
市

が
購
入
し
ま
す
が
、
現
地
で
調
達
で

き
な
い
特
別
な
材
料
は
料
理
人
自
身

が
竹
田
市
か
ら
持
参
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

音
楽
家　

会
場
で
30
分
程
度
の
ラ

イ
ブ
を
行
い
ま
す
。
現
地
で
は
、
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
市
が
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
に

合
う
音
楽
家
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探

し
、
イ
ベ
ン
ト
前
に
地
元
の
ク
ラ
ブ

で
一
緒
に
演
奏
し
て
交
流
を
行
い
ま

す
。

開
催
日
時　
８
月
28
日
～
29
日

　
　
　
　
　

正
午
～
22
時

滞
在
期
間　
８
月
28
日
～
30
日

場　
所　
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
競
馬
場

　
　
　
　
「im

 Scheibholz

」（
イ
ム・

　
　
　
　
シ
ャ
イ
ブ
ホ
ル
ツ
）

来
客
数　
１
日
２
０
０
０
人
以
上

締
切
り　
６
月
24
日
㈬

参
加
書
類　
所
定
の
参
加
申
込
書

●
お
問
い
合
せ
・
お
申
込
み　
竹
田

市
国
際
観
光
案
内
所　
☎ 

０
９
７
４

‒

63‒

４
８
０
７
（
国
際
交
流
員
・

レ
ー
ナ
ー
・
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
、
国
際
交

流
担
当
・
後
藤
篤
美
）

□×・koryu@
city.taketa.oita.jp

ド
イ
ツ・ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に

竹
田
の「
料
理
人
」と「
音
楽
家
」を
ご
招
待

　

竹
田
市
民
代
表
ラ
ン
ナ
ー
の
工
藤

昌
裕
さ
ん
は
、
正
面
に
岡
城
跡
の
写

真
、
背
中
面
に
ド
イ
ツ
語
で
「
竹
田

市
の
た
め
に
走
り
ま
す
！
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
っ
た
特
製
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
着
て
出
場
。
大
い
に
竹
田
の
宣

伝
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
は
た
く
さ
ん

の
観
光
名
所
を
巡
る
こ
と
が
で
き

て
、最
高
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」

と
、
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
独
協
会
員
と
の
面
会
、

瀧
廉
太
郎
と
縁
の
あ
る
メ
ン
デ
ル
ス

ゾ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
訪
問
な
ど
、
ド
イ

ツ
市
民
の
み
な
さ
ん
と
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

「ライプツィヒ・マラソン」大会に出場した
工藤さんが完走！

貴重な経験と最高の思い出を報告

↑ライプツィヒ市のゴールフース国
　際交流担当部長をはじめとする関
　係者みなさんや、クラウディア竹
　田市ドイツ事務所長と面会
←インタビューを受ける工藤さん
　竹田のＴシャツもＰＲ?!

ドイツで腕だめし
 料　理
ライプツィヒでの滞在期間：2015 年８
月 27 日～ 30 日
屋台を使って、日本・竹田市の料理を
紹介し、試食（日本の試食より大きい量）
の販売をします
ライプツィヒ市への旅行費の補助金は

「ライプツィヒ市」が負担します。宿泊
も協力してくれます。
日本の「特別な材料」以外は、ライプ
ツィヒ市が購入。ライプツィヒの調理
師が日本の調理師担当になります。
一品の値段は「７€」以下で、売上げ金
は料理人の収入となります。皿の貸出
料はあり。ただし、それ以外の負担は
ありません（屋台等は無料で使用可）。

 音　楽
竹田のソングライターやシンガーを招
致します。ライプツィヒのバンド、ま
たは音楽家が竹田の音楽家の担当者に
なり、交流をします。
本番のパフォーマンスだけではなく、
音楽家の交流も大きな目標になります。
本番に竹田の音楽家が 20 分～ 30 分の
パフォーマンスをする予定。事前にク
ラブなどでライプツィヒ音楽家の担当
者とパフォーマンス・セッションでき
ます。コミュニケーションは一般的に
英語です。旅行費と食事の日の予算あ
り。



2015年6 月発行27

交　流

AKB48 のコスプレで
登場し、最長 30 メー
トルの記録を残した
菅玄徳選手　　　　 →

←アナと雪の女王のコ
　スプレで登場も、頭
　から泥にレリゴー！

荻町の後継者グループが泥田で自転車レース開催！↑天候に恵まれ、大いに賑わった『自転車レース』大会

　
５
月
17
日
、
市
内
荻
地
域
の
「
恵

良
原
」
と
「
西
福
寺
」
自
治
会
、
そ

れ
ぞ
れ
の
後
継
者
を
中
心
に
組
織
さ

れ
た
恵
友
会
と
西
友
会
の
２
グ
ル
ー

プ
が
、
地
域
お
こ
し
に
つ
な
げ
よ
う

と
、
田
植
え
前
の
田
ん
ぼ
を
舞
台
に

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
対
決
す
る

「
荻
町
を
熱
く
す
る
！
恵
友
会
Ｖ
Ｓ

西
友
会　

自
転
車
レ
ー
ス
in
泥
田
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
「
平
成
27
年
度
竹
田

市
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
」
を
活
用

し
た
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
。
競
技

は
、
泥
田
に
敷
か
れ
た
数
十
セ
ン
チ

程
の
板
の
上
を
自
転
車
で
ど
こ
ま
で

距
離
を
距
離
を
の
ば
せ
る
か
を
競
い

ま
す
。
参
加
し
た
選
手
た
ち
は
バ
ラ

ン
ス
を
崩
し
、
次
々
と
頭
か
ら
飛
び

込
み
泥
だ
ら
け
。
ま
た
、
人
気
ア
ニ

メ
キ
ャ
ラ
や
人
気
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

プ
な
ど
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
着
替
え

た
選
手
も
登
場
し
、
会
場
は
笑
い
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
他
に
も
「
綱
引
き
」「
リ

レ
ー
」
も
行
わ
れ
、
元
気
を
生
む
素

晴
ら
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

西
友
会
の
瀬
井
英
樹
会
長
は
「
谷

を
は
さ
ん
で
、
ほ
ぼ
隣
同
士
の
自
治

会
の
後
継
者
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し

く
深
め
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
。

ぜ
ひ
来
年
も
続
け
た
い
！
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

韓
国
修
学
旅
行
生
79
名
が

　
竹
田
で
農
家
民
泊
体
験

　
５
月
19
日
、
韓
国
の
公
立
農
業
高

校
で
あ
る
慶
南
自
営
高
校
の
修
学
旅

行
生
79
名
が
来
竹
し
、
１
泊
滞
在
す

る
こ
と
に
な
り
、
グ
リ
ー
ン･

ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
組
織
「
来
ち
ょ
く
れ
竹

田
研
究
会
」
か
ら
12
軒
（
豊
後
大
野

市
も
含
む
）
の
農
家
民
宿
先
が
受
け

入
れ
ま
し
た
。

   

午
後
６
時
、
竹
田
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
対
面
式
。

来
ち
ょ
く
れ
竹
田
研
究
会
の
甲
斐
広

見
会
長
は
「
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
各
民
宿
先
に
移
動
。

地
元
の
温
泉
で
汗
を
流
し
た
あ
と
、

夕
食
準
備
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、

地
域
住
民
と
の
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

↑「孫のようにかわいい！」と話す甲斐夫妻を囲む、韓国の修学旅行生たち

ドイツの魅力を語る☆
「スピーチコンテスト」参加者募集

　　竹田市でドイツをテーマにしたスピーチコンテストを行い
　　ます ! ドイツの魅力について「日本語」で話しましょう。 
予選　日時　８月 29 日㈯　14：00 ～ 16：00
　　　場所　竹田市高齢者いきいき交流センター
　　　　　　（竹田市総合社会福祉センター裏）
本選　日時　10 月 10 日㈯　13：30 ～ 15：00
　　　場所　熊本市、国際交流会館 ( 熊本県熊本市 )
　　　〔主催〕熊本市、熊本日独協会

応募締切　７月 21 日㈫　17：00 まで
募集人員　15 名
参加資格　大分県内在住ならば、どなたでも自由に参加できます
制限時間　１人３分間以内（日本語でスピーチします）
提出書類　スピーチの原稿、所定の参加申込書（申込み人数が多い
　　　　　場合は、事前審査を行います）

　　　　　　　　●お問い合せ・お申込み
　　　　　　　　　竹田市国際観光案内所　☎ 0974-63-4807
　　　　　　　　　（国際交流員レーナー・ヴァネッサ） 
　　　　　　　　　□×・  koryu@city.taketa.oita.jp　
　　　　　　　　〔主催〕竹田市
　　　　　　　　〔共催〕ドイツ連邦共和国大使館、DAADドイツ学術
　　　　　　　　　交流会、Goethe Institut 東京ドイツ文化センター
　　　　　　　　〔後援〕大分日独協会
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ぼくたち・私たちの

学び舎

　

都
野
保
育
所
の
運
営
を
継
承
（
指
定

管
理
者
）
し
て
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
主
と
し
て
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
強
化
や
、
安
心
、
安
全
の

確
保
を
最
重
要
課
題
と
し
、
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
急
激
に
進
む
人
口
減
少
が
深

刻
化
し
て
い
る
中
山
間
地
を
中
心
に
子

ど
も
が
減
り
、
地
域
の
活
性
化
が
失
わ

れ
る
と
い
う
危
機
感
が
広
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
少
子
高
齢
化
が
続
く
と

経
済
の
潜
在
成
長
率
の
足
か
せ
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
、
年
金
や
医
療
な
ど
社

会
保
障
の
維
持
に
影
響
が
出
て
く
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
ま
る
幼
児
の
英
語
教
育
熱

　

都
野
保
育
所
で
は
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
産
み
育
て
る
環
境
の
構
築
を
目
途

に
「
特
色
あ
る
保
育
園
」
づ
く
り
「
地

域
か
ら
求
め
ら
れ
る
保
育
園
づ
く
り
」

等
、時
代
の
要
請
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
、

英
語
ラ
ボ
の
取
り
組
み
を
先
行
し
て
き

ま
し
た
。恒
例
の
生
活
発
表
会
で
の
４・

５
歳
児
に
よ
る
ラ
ボ
劇
で
は
、
子
ど
も

た
ち
の
堂
々
と
楽
し
く
、
そ
し
て
懸
命

に
演
ず
る
姿
に
は
成
長
と
感
動
で
胸
に

迫
り
ま
す
。
民
間
な
ら
で
は
の
大
胆
な

取
り
組
み
を
保
護
者
も
求
め
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
と

展
開

　

す
べ
て
の
子
ど
も
が
夢
を
も
ち
生
き

生
き
と
育
つ
こ
と
を
目
指
し
て
、
色
ん

な
行
事
を
通
じ
て
心
身
と
も
に
鍛
え
る

体
験
保
育
や
、
か
け
っ
こ
遊
び
な
ど
を

通
じ
て
体
と
感
性
を
育
む
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
食
育
を
重
点
に
給
食
（
完
全

給
食
）
の
食
材
と
な
る
根
菜
類
等
は
、

み
や
こ
の
保
育
所
わ
く
わ
く
農
園
で
、

子
ど
も
た
ち
と
植
付
け
か
ら
収
穫
ま
で

一
緒
に
体
験
し
ま
す
。
昨
年
11
月
に
植

え
付
け
た
１
、０
０
０
本
の
玉
ね
ぎ
が

厳
冬
に
耐
え
、勢
い
よ
く
育
ち
収
穫
（
大

豊
作
）
が
間
近
で
す
。

　

自
然
の
中
で
、
み
ん
な
は
じ
け
る
よ

う
に
明
る
く
心
豊
か
な
「
み
や
こ
の
っ

子
」
た
ち
が
、
友
だ
ち
と
楽
し
く
共
同

生
活
を
送
り
な
が
ら
、
協
調
性
や
自
主

性
さ
ら
に
忍
耐
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る

よ
う
、
さ
ら
な
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
と
堅
調
な
運
営
の
向
上
を
目
指
し
、

多
様
な
シ
フ
ト
に
対
応
で
き
る
よ
う
職

員
一
同
一
層
職
務
に
精
励
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
斐
美
紀
）

今
月
の
学
び
舎　

都
野
保
育
所

↑ The wonderful LABO

↑第５回夕涼み会和太鼓

地
域
の
発
展
は
子
育
て
支
援
か
ら

　
　
　
　
～
創
造
力
と
想
像
力
、
そ
れ
を
幼
児
期
に
～

　

入
田
末
男
は
明
治
４
年
（
１

８
７
１
）
に
竹
田
市
岡
本
の
挟

田
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
の
入

田
龍
吾
（
号
は
披
雲
）
が
岡
藩

校
由
学
館
の
句く

読と
う

師し

（
漢
文
の

読
み
方
を
教
え
る
教
師
）
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
幼
少
か
ら
論

語
の
影
響
を
受
け
て
育
ち
ま
し

た
。

　

ま
た
、
長
崎
で
中
国
や
西
洋

の
文
化
に
触
れ
る
と
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
は
語
学
が
必
要
だ
と

感
じ
、
ア
メ
リ
カ
人
の
経
営
す

る
英
語
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
郷
里
の
竹
田
に
帰

り
暫
ら
く
は
県
内
の
日
田
郡
高

和
小
学
校
で
英
語
教
師
を
し
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
東
洋
に

英
語
を
広
め
る
た
め
中
国
に
渡

り
、
上
海
で
英
語
学
校
を
開
き

ま
し
た
。
広
東
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
も
英
語
を
教
え
て
い
ま
す
。

台
湾
で
は
洗
練
さ
れ
た
英
語
力

が
高
く
評
価
さ
れ
、
外
国
船
と

の
交
渉
（
通
訳
）
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
自
分
の
積
極
的
な

行
動
は
、
論
語
か
ら
学
ん
で
い

た
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
得
意

な
英
語
を
活
か
し
て
論
語
を
西

欧
に
広
め
た
い
と
思
い
、
論
語

を
英
訳
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

当
時
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
宣
教

師
の
手
が
け
た
英
訳
論
語
を
ベ

ー
ス
に
解
説
を
加
え
て
、
大
正

３
年
（
１
９
１
４
）「
漢
英
対
照

論
語
講
義
」
を
出
版
し
ま
し
た
。

本
の
序
文
を
書
い
た
渋
沢
栄
一

は
、
簡
潔
な
注
釈
で
真
の
論
語

の
意
味
を
理
解
で
き
る
初
心
者

向
け
の
入
門
書
と
し
て
推
薦
し

て
い
ま
す
。「
論
語
と
算
盤
」
で

知
ら
れ
て
い
る
近
代
日
本
資
本

主
義
の
父
と
呼
ば
れ
た
実
業
家

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
の
で

す
。
国
内
で
論
語
の
英
訳
を
著

し
、
西
洋
に
紹
介
す
る
先
駆
け

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
本
田
耕
一
）

　
※
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 論語の英訳本を出版　入
にゅうたすえ

田末男
お

↑「漢英対照論語講義」　　↑入田末男

116

↑第５回生活発表会風景
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今月の読み聞かせ　　　　　　　　　　　

○ブックスタート
　6月10日㈬　13：30～（竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや
　毎週火曜日　10：30～11：00
　（竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム
　6月11日㈭　14：00～14：30（竹田幼稚園）
　6月18日㈭　14：00～14：30（南部幼稚園）

■竹田市立図書館
　TEL ・FAX63-1048
■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL ・FAX68-2200
■久住図書室
　TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
　TEL75-2240 ・FAX75-2231

日 月 火 水 木 金 土
1

お
2 3 4 5 6

おく
な

7
おく
な

8
お

9 10 11 12 13
おく
な

14
く
な

15
お

16 17 18 19 20
おく
な

21
く
な

22
お

23 24 25 26 27
おく
な

28
く
な

29
お

30

図書館に行こう

【一般の本】
・過ぎ去りし王国の城（KADOKAWA）　　　　　　宮部みゆき
・小さな幸せ 46 こ（中央公論新社）　　　　　　 吉本ばなな
・革命前夜（文藝春秋）　　　　　　　　　　　　須賀しのぶ
・ナイルパーチの女子会（文藝春秋）　　　　　　柚木　麻子
・ひと粒の麦　ー内藤ジュリヤの生涯ー（作品社）　　小石　房子
・察しない男説明しない女（ディスカバートゥエンティワン）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 五百田達成

・頂点への道（文藝春秋）　　　　　　　　　　　錦織　　圭
・魔法をかける　アオガク「箱根駅伝」制覇までの4000日（講談社）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 原　　　晋

・身長を伸ばす7つの法則 ーめざせ180センチ！－（主婦の友社）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 黒川伊保子

・お米やま家のまんぷくごはん（主婦と生活社）　山崎　　宏
【子どもの本】
・ハテナはかせのへんてこいきものずかん（偕成社）　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 ザ・キャビンカンパニー

・大気汚染のサバイバル（朝日新聞出版）　　　　　　　　　
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 スウィートファクトリー

・おばけのたまごにいちゃん（鈴木出版）　　あきやまただし
・かちかちやま（日本名作おはなし絵本）（小学館） 井上　洋介
・げっしょく（旬報社）　　　　　　　　　　　　中西　昭雄
・象と生きる（シリーズ自然いのちひと）（ポプラ社） 新村　洋子
他　80 冊ほど入りました

一般の本

子どもの本

「ひとかどの父へ」
深沢　潮　朝日新聞出版

　幼くして生き別れた憧
れの父が在日コリアン？
　ある日突然知った事実

　　に衝撃を受けた朋美は…。
　愛せない自分と向き合う女性を描く、著者渾身の
一作。
　R-18 文学賞大賞を受賞、「ハンサラン愛する人び
と」で鮮烈なデビューを飾った著者が贈る感動の物
語です。

「レイチェル・カーソン」
　ー「沈黙の春」で環境問題を訴
　えた生物学者ー　　

　筑摩書房

　ちくま評伝シリーズ〈ポルトレ〉第1期15巻が
揃いました！スティーブ・ジョブズやワンガリー・
マータイ、黒澤明など今までになかった新しい伝
記シリーズです。
　この本は「沈黙の春」で有名なレイチェル・カ
ーソンの苦闘の青春とその後の半生について綴っ
たものです。読み終わった後にぜひ「沈黙の春」
を読んでみてください！

雨の日は快適な図書館へ出かけてみませんか！
趣味のコーナーには雑誌が 60 タイトル並んでいます。最近の
おすすめは月刊「CREA」（クレア）や季刊「ことりっぷマガジン」。
新刊本は貸し出しは出来ませんが、予約はできますのでどうぞ
ご利用ください。

（アミ）が図書館の休館日
お＝荻図書室　く＝久住図書室
な＝直入図書室

月6

今月の休館日

新刊　のご案内

http://www.city.taketa.oita.jp/library/
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有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出
会いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、
友人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

市長コラム
〈第70回〉

　

先
月
、
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
た
第
19
回
日
本
救
急
医
学
会
九
州

地
方
会
に
お
い
て
『
地
域
救
急
医
療
崩
壊
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
た

消
防
の
取
り
組
み
︱
医
療
資
源
の
有
効
活
用
に
向
け
た
苦
労
と
工

夫
』
と
題
し
て
、
わ
が
竹
田
市
消
防
署
の
内
那
洋
介
救
急
救
命
士
が

事
例
報
告
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
今
月
4
日
か
ら
富
山
県
で

開
催
さ
れ
る
第
18
回
日
本
救
急
医
学
会
に
お
い
て
も
、『
地
域
医
療

の
充
実
に
向
け
た
大
分
県
竹
田
市
消
防
本
部
の
取
り
組
み
︱
医
療

消
防
連
携
』
と
題
し
て
内
那
消
防
指
令
補
が
2
度
目
の
ス
テ
ー
ジ
に

立
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
過
日
、
こ
の
企
画
を
提
案
さ
れ
た
大
分
大
学
医
学
部

附
属
病
院
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
診
療
教
授
で
あ
る
石
井
圭

亮
先
生
と
竹
田
医
師
会
病
院
の
副
院
長
で
あ
る
石
井
一
誠
先
生
が
内

那
指
令
補
を
伴
っ
て
市
役
所
を
訪
れ
て
く
れ
た
。

　

今
回
の
企
画
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、「
地
域
医
療
が
崩
壊
の
危
機

に
あ
る
竹
田
市
に
お
い
て
、
し
か
し
、
２
年
半
前
に
運
行
開
始
さ
れ

た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
活
用
に
見
事
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
竹
田
市
の

事
例
が
全
国
的
に
見
て
も
先
導
的
で
あ
る
か
ら
」
だ
と
石
井
教
授
は

話
し
た
。

　

統
計
的
に
見
て
も
、
竹
田
市
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
活
用
す
る
機
会

は
平
成
25
年
に
１
５
１
件
、
そ
し
て
昨
年
も
１
５
１
件
と
県
下
で
は

断
ト
ツ
の
多
さ
（
ち
な
み
に
豊
後
大
野
市
は
29
件
、
日
田
玖
珠
は
28

件
）
で
あ
り
、
全
国
的
に
み
て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
利
用
頻
度
な
の

だ
。
ま
た
、
そ
の
内
容
も
回
数
の
多
さ
だ
け
で
な
く
、「
実
に
適
切

な
救
急
対
応
で
あ
る
」こ
と
が
石
井
教
授
の
言
葉
で
裏
付
け
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
石
井
教
授
か
ら
重
要
な
観
点
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ

れ
は
こ
う
で
あ
る
。

　
「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
竹
田
市
の
地
域

医
療
は
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
狭
い
視
野
で
考
え
る
と
、

救
急
病
院
が
足
り
な
い
と
か
、
医
師
不
足
が
致
命
的
だ
と
思
い
込

ん
で
し
ま
う
も
の
で
す
。
で
も
、
よ
く
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
特

に
高
度
救
急
医
療
、
た
と
え
ば
大
き
な
事
故
や
一
刻
を
争
う
心
臓
発

作
、
脳
梗
塞
な
ど
が
勃
発
し
た
時
、
い
ま
竹
田
市
は
素
早
く
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
活
用
し
て
く
れ
ま
す
。
竹
田
か
ら
大
分
医
大
や
県
立

病
院
な
ど
の
総
合
病
院
ま
で
搬
送
す
る
の
に
、
わ
ず
か
15
分
な
の

で
す
か
ら
竹
田
市
の
す
ぐ
近
く
に
救
急
の
総
合
病
院
が
控
え
て
く

れ
て
い
る
の
と
同
じ
な
の
で
す
」
と
石
井
教
授
。

　

逆
に
、
都
市
部
と
い
っ
て
も
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
20
分
も
30
分
も

か
か
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
救
急
車
が
交
通
渋
滞
に
巻
き

込
ま
れ
て
い
る
間
に
、
竹
田
市
の
山
間
部
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
患
者

は
、
都
市
に
住
む
患
者
よ
り
も
先
に
治
療
室
に
入
る
ケ
ー
ス
だ
っ
て

少
な
く
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
救
わ
れ
た
命
の
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
竹
田
市
民
は
多

く
知
っ
て
い
る
。

　

あ
る
男
性
は
大
型
重
機
の
下
敷
き
に
な
っ
て
胸
部
に
内
部
出
血
が

あ
り
、
あ
と
10
分
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
到
着
が
遅
れ
た
ら
、
間
違
い
な

く
死
亡
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
例
が
あ
っ
た
。
消
防
署
と
地

域
Ｄ
М
Ａ
Т
と
の
連
携
が
功
を
奏
し
て
、
そ
の
男
性
は
い
ま
周
囲
を

驚
か
す
ほ
ど
に
回
復
し
て
い
る
。

　
一
方
、
教
授
が
悔
や
む
例
も
あ
っ
た
。「
到
着
し
た
時
に
は
す
で
に

心
肺
停
止
だ
っ
た
の
で
す
が
、
あ
と
10
分
早
く
現
地
に
行
け
れ
ば
命

は
救
え
た
」
と
。
つ
ま
り
、
い
か
に
一
刻
を
争
う
事
例
が
多
い
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
て
竹
田
市
が
全
国
の
モ
デ
ル
地
区
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
と
石
井
教
授
は
話
す
。

　
「
竹
田
市
は
消
防
署
の
判
断
が
す
ば
ら
し
い
。
そ
し
て
、
医
師
会

と
の
連
携
も
理
想
的
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
、
重
要
な
の
は
、
竹
田

市
の
地
域
医
療
が
最
悪
の
状
況
だ
っ
た
か
ら
」
と
。
地
域
に
高
度
な

救
急
医
療
体
制
が
な
い
。
専
門
の
医
師
も
少
な
い
。
こ
う
し
た
不
安

が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
活
用
を
促
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
逆
境

を
乗
り
越
え
る
危
機
管
理
体
制
の
あ
る
こ
と
が
命
を
救
っ
て
い
る
わ

け
だ
。

　

私
た
ち
竹
田
市
民
は
、
悪
天
候
や
夜
間
は
別
と
し
て
、
わ
ず
か
15

分
の
と
こ
ろ
に
高
度
な
救
急
病
院
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

竹
田
市
は
15
分
で
救
急
病
院
に
行
く

逆
境
を
跳
ね
返
す
危
機
管
理
体
制

←　学会発表前に本市庁舎を
訪問していただいた。

【写真左から】首藤市長、内
那洋介救急救命士、石井一誠
竹田医師会病院副院長、石井
圭亮大分大学医学部附属病院
高度救命救急センター診療教
授、大塚義徳消防署長

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

初
め
て
の
首
相
官
邸
で
―
―

地
方
創
生
の
政
策
提
案

　

４
月
中
旬
、
内
閣
総
理
大
臣
補

佐
官
の
取
り
計
ら
い
に
よ
り
、
初
め

て
首
相
官
邸
に
入
っ
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、『
地
方
創
生
』。

国
か
ら
の
枠
決
め
さ
れ
た
項
目
は
予

算
確
保
し
、
さ
ら
に
先
行
型
に
つ
い

て
も
竹
田
市
提
案
の
枠
は
確
保
で
き

た
。

　

課
題
は
、
３
０
０
億
円
用
意
さ
れ

て
い
る
『
上
乗
せ
分
』
で
、
で
き
れ

ば
５
０
０
０
万
円
を
ゲ
ッ
ト
で
き
な

い
か
。
そ
し
て
、
戦
略
予
算
と
し
て

27
年
度
に
組
み
上
げ
る
政
策
の
妥

当
性
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　

対
応
い
た
だ
い
た
の
は
、
内
閣
府

審
議
官
・
地
方
創
生
推
進
室
の
末

宗
徹
郎
次
長
と
内
閣
参
事
官
の
高

橋
和
久
創
生
本
部
事
務
局
長
の
お

二
人
。

　
こ
の
貴
重
な
機
会
を
活
か
し
て
、

さ
ら
に
戦
略
予
算
の
獲
得
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

↑写真中央・首相補佐官で大分県選出の磯崎
陽輔参議院議員。写真右から、内閣府審議官・
地方創生推進室の末宗徹郎次長と、内閣参事
官の高橋和久創生本部事務局長
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全国大会出場へ
　５月 10 日、日本民謡協会・日本民謡協
会県連合委員会共催「2015 年度民謡民舞
少年少女県大会」が大分市の能楽堂で開
催され、「小学生１部」（１～３年生）に出
場した竹田小学校３年の後藤知輝くん（豊
肥佐藤会）が「久住高原の唄」を歌い、
見事優勝を飾りました。
　知輝くんは昨年の「久住高原の唄」日
本一大会の少年・少女の部において優勝
を果たしています。習い始めてまだ僅か２
年半。きっかけは、「音楽が大好きで、声
量もあるので習わせてみよう」というご両
親の薦め。やがて夢中になり、今では月２
回の練習を楽しみにしています。
　８月 29 日・30 日、東京都で開催され
る全国大会に出場する知輝くんは「100％
の力を出して歌いたい！いつか日本一にな
りたいです！」と、熱い意気込みを語って
くれました。
　大舞台でのご活躍を期待しています！

今　月　の　人

民謡民舞少年少女県大会・小学生の部で優勝！

　後
ご

藤
と う

　知
は る

輝
き

くん　（ニュータウン七里南）

「落門の滝」周辺の案内板が完成!
　
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
裏
の
岩
壁
、
落
差
約
60
㍍

の
「
落
門
の
滝
」
の
美
観
、
及
び
周
辺
の
魅
力

を
全
国
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
に
し
よ
う
と
、
地
元
研

究
グ
ル
ー
プ
・
落
門
会
が
「
平
成
26
年
度
竹
田

市
市
民
提
案
型
地
域
活
力
創
造
事
業
」
の
一
環

と
し
て
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
と
駅
構
内
ホ
ー
ム

の
２
か
所
に
案
内
板
の
設
置
と
宣
伝
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
制
作
。
５
月
18
日
、
完
成
お
披
露
目

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

案
内
板
は
、「
落
門
の
滝
風
景 

今
と
昔
」
と

題
し
て
南
画
家
・ 

佐
久
間
竹
浦
が
、
駅
の
で
き

る
前
風
景
を
描
い
た
「
落
門
の
滝
四
季
真
景
屏

風
」
を
掲
載
し
た
も
の
と
、
江
戸
時
代
の
豊
後

の
儒
学
者
・
広
瀬
淡
窓
が
詠
ん
だ 「
落
門
の
滝
」

の
詩
文
と
そ
の
解
説
を
掲
載
し
た
も
の
で
す
。

　

髙
野
会
長
は
「
全
国
の
み
な
さ
ん
に
こ
の
滝

の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

駅ホームで「落
門の滝」を背景
に、案内板を説
明する髙野会長
　　　　　　→

↑３度目の挑戦で県大会初優勝に輝いた知輝くん

↑関係者によって除幕された案内板
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第123回
阿孫　久見

キバナチゴユリ（ユリ科）

　

山
地
の
や
や
湿
っ
た
落
葉
広
葉

樹
林
内
の
林り

ん
し
ょ
う床

に
生
育
す
る
高
さ

40
㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
た
ま

に
上
部
で
枝
分
か
れ
し
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
が
単
一
の
枝
で
す
。
ま

た
茎く

き
の
下
部
に
は
膜ま

く
し
つ質

の
さ
や
状

の
葉
が
つ
い
て
い
ま
す
。
地ち

か下
茎け

い

が
横
に
は
い
、
数
株
が
集
ま
っ
て

生
え
て
い
ま
す
。

　

互
生
の
葉
は
ふ
ち
は
全ぜ

ん
え
ん縁

（
キ

ザ
キ
ザ
が
な
い
）
で
や
や
波
打
ち
、

葉
の
形
は
先
が
と
が
る
長ち

ょ
う
だ
え
ん
け
い

楕
円
形

で
す
。
大
き
さ
は
長
さ
12
㌢
、
幅

が
５
㌢
ほ
ど
で
す
。

　

初
夏
の
頃
、
茎
の
先
に
２
～
３

個
、
紫
色
の
花か

柄へ
い

に
花
弁
の
長
さ

が
１・５
㌢
ほ
ど
あ
る
径
１
㌢
ほ
ど

の
淡た

ん
お
う
り
ょ
く
し
ょ
く

黄
緑
色
の
６
弁
花
を
下
向
き

に
半
開
き
に
咲
か
せ
ま
す
。
花
の

後
、
径
１・５
㌢
ほ
ど
の
球
形
の
黒

い
液え

き
果か

を
熟じ

ゅ
くさ

せ
ま
す
。

　

和
名
は
白
い
花
を
咲
か
せ
る
チ

ゴ
ユ
リ
と
違
い
、
花
が
黄
色
で
小

さ
な
ユ
リ
と
い
う
意
味
で
黄キ

花バ
ナ

稚チ

児ゴ

ユ

リ
百
合
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
と
て
も
少
な
い
植
物

で
筆
者
は
く
じ
ゅ
う
山
系
で
初
め

て
観
察
し
ま
し
た
。
写
真
は
標
高

９
０
０
㍍
の
大
船
山
中
腹
の
林
内

で
撮
影
し
ま
し
た
。
大
分
県
の
絶ぜ

つ

滅め
つ

危き

ぐ惧
種し

ゅ
で
す
。
花
期
は
５
月
か

ら
６
月
で
す
。


